
2017.8月号
広　報

小山市プレDCの一環として実行委員会
を立ち上げ開催に協力するとともに、
全国から集まるファンへ小山市着地型観
光の発信、飲食・物販ブース出店による
「おやまブランド」のPRを行います。
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今
回
は
、
８
月
号
恒
例
の
企
画
で
す
。
こ
の
１
年
間
に
実
施
し
た
新
た
な
施

策
の
中
で
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
、
そ
の
概
要
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

小
山
市
長　
大
久
保　
寿
夫

お
や
ま
表
情

１
年
間
を
振
り
返
っ
て

▲寒
さ ん が わ に

川尼

 

市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

①
市
長
へ
の
手
紙
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル

　

313
件
の
ご
提
案
、
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
に
は
回
答
の
う
え
、

実
現
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
具
現
化
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

②
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
「
小
山
地
区
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
（
素
案
）」「
地
方
独
立
行
政
法
人

新
小
山
市
民
病
院
の
第
二
期
中
期
目
標
（
素

案
）」「
小
山
市
人
権
施
策
推
進
基
本
計
画

（
２
０
１
７
～
２
０
２
１
）（
素
案
）」「
第
二

次
小
山
市
文
化
芸
術
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
素

案
）」「
小
山
市
民
間
委
託
等
推
進
計
画
（
素

案
）」
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
人
・
行
政
（
市
役
所
）
を
創
る
た
め
に

①
国
際
化
の
推
進

　

姉
妹
都
市
ケ
ア
ン
ズ
市
と
の
交
流
と
し

て
、
平
成
28
年
８
月
に
小
山
市
中
学
生
ケ
ア

ン
ズ
派
遣
団
を
派
遣
。
ま
た
、
友
好
交
流
関

係
都
市
紹
興
市
と
の
交
流
と
し
て
、
平
成
29

年
３
月
に
小
山
市
中
学
生
紹
興
市
派
遣
団
を

派
遣
。
平
成
29
年
５
月
に
は
、
今
後
の
友
好

交
流
を
協
議
す
る
た
め
、
小
山
市
高
雄
市
友

好
訪
問
団
を
台
湾
高
雄
市
に
派
遣
し
継
続
的

な
交
流
を
約
束
し
ま
し
た
。

②
小
山
評
定
ふ
る
さ
と
大
使
委
嘱
状
交
付

　
「
小
山
評
定
ふ
る
さ
と
大
使
」
と
い
う
名

称
の
由
来
は
、
徳
川
三
百
年
を
決
定
付
け
た

天
下
分
け
目
の
軍
議
、「
小
山
評
定
」
に
因

ん
で
名
付
け
た
も
の
で
あ
り
、
小
山
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
観
光
振
興
等
を
図
る
目
的

で
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
学
術
、
文
化
・
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
等
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
小

山
市
出
身
の
方
、
も
し
く
は
、
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
著
名
な
方
々
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
７
月
１
日　

Ｃ
＆
Ｋ（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

平
成
29
年
２
月
７
日　

生
沼　

晴
嗣
（
ヴ
ィ
オ

ラ
奏
者
）・
上
保　

朋
子（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
）

③
第
４
回
生
物
の
多
様
性
を
育
む
農
業
国
際

会
議
（IC

E
B

A

）
２
０
１
６
（
平
成
28
年

８
月
）

　

８
月
26
日
～
28
日
の
３
日
間
、
白
鷗
大
学

東
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
と
し
て
、
多
様
な
生

き
物
の
力
で
除
草
や
害
虫
防
除
を
図
る
技
術

の
開
発
、
そ
の
普
及
啓
発
を
目
的
に
環
境
保

全
型
農
業
推
進
の
課
題
や
、
展
望
に
つ
い
て

話
し
合
い
「
小
山
宣
言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

④
小
山
地
区
定
住
自
立
圏
構
想
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
（
平
成
28
年
10
月
）

　

小
山
市
・
下
野
市
・
野
木
町
・
結
城
市
の

３
市
１
町
で
構
成
す
る
小
山
地
区
定
住
自
立

圏
に
お
い
て
、
圏
域
の
将
来
像
と
し
て
産
業

振
興
や
健
康
・
医
療
、
地
域
公
共
交
通
な
ど

14
分
野
51
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

⑤
宇
都
宮
大
学
お
や
ま
サ
テ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ザ

ロ
ブ
レ
に
開
設
（
平
成
28
年
12
月
）

　

宇
都
宮
大
学
が
有
す
る
知
的
資
源
を
活
用

し
、小
山
市
民
と
大
学
、行
政
が
一
体
と
な
っ

て
地
域
の
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
の
拠

点
と
し
て
ロ
ブ
レ
６
階
に
開
設
し
ま
し
た
。

⑥
学
生
消
防
団
活
動
認
証
制
度
（
平
成
28
年

11
月
）

　

市
の
消
防
団
活
動
に
1
年
以
上
に
わ
た
る

活
動
や
人
命
救
助
な
ど
の
功
績
に
よ
り
、
小

山
市
学
生
消
防
団
活
動
認
証
状
を
交
付
し
ま

す
。
学
生
は
就
職
活
動
時
等
に
自
己
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
で
き
、
更
に
消
防
団
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。

⑦
白
鷗
大
生
と
市
幹
部
が
市
政
に
つ
い
て
意

見
交
換
（
平
成
28
年
12
月
）

　

若
者
の
視
点
を
市
の
施
策
に
生
か
そ
う

と
、
白
鷗
大
生
と
市
幹
部
が
市
政
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
学
生
た
ち
が
提
案
し
た

施
策
に
、
市
幹
部
が
現
状
や
市
の
取
組
を
説

明
し
ま
し
た
。

⑧
定
住
自
立
圏
意
見
交
換
会（
平
成
29
年
３
月
）

　

小
山
市
を
「
中
心
市
」
と
す
る
定
住
自
立

圏
形
成
協
定
を
締
結
し
た
下
野
市
・
野
木
町

と
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
連
携
事
業
の

進
捗
状
況
や
実
施
計
画
案
等
を
確
認
す
る
た

め
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

⑨
小
山
市
役
所
本
庁
舎
建
替
え
決
定
（
平
成

29
年
３
月
）

　

市
民
、
学
識
経
験
者
等
で
構
成
す
る
「
小

山
市
本
庁
舎
整
備
検
討
懇
話
会
」
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
議
会
で
の
「
市
議
会
公
共
施

設
等
整
備
調
査
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て
も

議
論
、
検
討
を
い
た
だ
き
、「
建
替
え
」
の

場
合
に
は
、「
分
散
し
た
庁
舎
機
能
の
集
約

に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
れ
る
こ

と
、
仮
設
庁
舎
の
設
置
が
不
用
な
こ
と
、
市

民
活
動
ス
ペ
ー
ス
等
の
新
た
な
機
能
を
付
加

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
、
平
成
29
年

度
に
創
設
さ
れ
た
「
市
町
村
役
場
機
能
緊
急

保
全
事
業
」
を
活
用
で
き
る
こ
と
」
等
、
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、「
小
山
市
本

庁
舎
整
備
検
討
懇
話
会
」
か
ら
は
「
新
庁
舎

と
し
て
建
替
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
す

る
提
言
書
が
、「
市
議
会
公
共
施
設
等
整
備

調
査
特
別
委
員
会
」
か
ら
は
、「
本
庁
舎
整

備
に
当
た
っ
て
は
、
分
散
化
し
た
庁
舎
を
集

約
し
、
不
用
と
な
っ
た
施
設
の
売
却
な
ど
に

よ
る
財
源
の
確
保
及
び
新
た
に
創
設
さ
れ

た
、「
市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」

を
活
用
し
て
、
新
庁
舎
と
し
て
建
替
え
る
べ

き
で
あ
る
」
と
の
中
間
報
告
を
受
け
、
議
長

か
ら
「
庁
舎
を
建
替
え
る
べ
き
」
と
す
る
提

言
書
が
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
特
に
議
会
か
ら
の
提
言
に
あ
る

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効

率
化
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
機
能
の
集
約
を

図
る
こ
と
」
と
、懇
話
会
の
提
言
に
あ
る
「
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
、
現
在
の
位
置
に
庁
舎
機
能
を
集
約

す
る
こ
と
」
の
意
見
を
重
く
受
け
止
め
、
平

成
32
年
度
末
ま
で
に
現
在
地
へ
の
建
替
え
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

⑩
お
や
ま
未
来
開
運
塾
オ
ー
プ
ン（
平
成
29
年
４
月
）

　

ロ
ブ
レ
６
階
に
、
高
校
生
等
を
対
象
に
整

備
し
た
無
料
学
習
室
を
開
設
し
ま
し
た
。

⑪
風
水
害
対
応
職
員
実
動
訓
練（
平
成
29
年
５
月
）

　

夏
の
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
起
き
た

際
、
被
害
情
報
の
収
集
や
、
市
民
へ
の
避
難

情
報
伝
達
等
を
迅
速
に
行
う
た
め
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

⑫
お
や
ま
広
報
特
派
員
委
嘱
状
交
付
（
平
成

29
年
６
月
）

　

小
山
市
の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
全
国
に
発

信
す
る
「
お
や
ま
広
報
特
派
員
」
の
第
２
期

メ
ン
バ
ー
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

⑬
小
山
市
結
城
市
友
好
都
市
情
報
交
換
会

（
平
成
29
年
６
月
）

　

友
好
都
市
盟
約
を
締
結
を
し
て
い
る
結
城

市
と
、
連
携
事
業
の
進
捗
な
ど
を
確
認
し
、

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
に
関
す
る
連
携
事
業

の
進
捗
も
併
せ
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
を
創
る
た
め
に

①
摩
利
支
天
塚
・
琵
琶
塚
古
墳
拠
点
施
設
工

事
起
工
式
（
平
成
28
年
７
月
）

　

国
指
定
史
跡
の
前
方
後
円
墳
の
摩
利
支
天

塚
古
墳
と
琵
琶
塚
古
墳
を
地
域
の
活
性
化
に

役
立
て
る
た
め
、
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
を
備

え
た
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

②
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
栃
木
南
部
地

区
」
栃
木
南
部
農
業
水
利
事
業
所
開
設
（
平

成
28
年
８
月
）

　

県
内
で
29
年
ぶ
り
、
栃
木
県
南
地
域
で
は

初
の
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
栃
木
南
部

地
区
」
の
事
業
所
が
ロ
ブ
レ
７
階
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
同
事
業
に
よ
り
、
排
水
機
場
や

排
水
路
な
ど
を
改
修
し
農
産
物
の
生
産
量
を
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増
や
す
と
と
も
に
、
防
災
能
力
も
強
化
さ
れ

ま
す
。

③
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
園
移
転

（
平
成
28
年
８
月
）

　

小
山
市
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
「
た

ん
ぽ
ぽ
園
」
が
、
療
育
事
業
の
さ
ら
な
る
充

実
を
目
的
に
、
神
鳥
谷
に
移
転
し
ま
し
た
。

④
飯
田
踏
切
歩
道
整
備
完
了（
平
成
28
年
８
月
）

　

新
た
に
歩
道
を
整
備
し
た
こ
と
に
よ
り
、

通
学
時
の
児
童
生
徒
な
ど
通
行
者
の
安
心
・

安
全
が
高
ま
り
ま
し
た
。

⑤
横
倉
第
一
雨
水
幹
線
新
設
工
事
に
着
工

（
平
成
28
年
９
月
）

　

急
速
な
宅
地
化
に
伴
う
排
水
機
能
の
向
上

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
雨
ヶ
谷
と
横
倉
新
田

地
区
か
ら
雨
水
を
集
め
、
既
に
工
事
を
終
え

た
排
水
路
を
通
じ
て
思
川
に
放
流
す
る
こ
と

で
、
台
風
や
局
地
的
豪
雨
に
よ
る
道
路
冠
水

や
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

⑥
栃
木
銀
行
と
人
と
企
業
を
呼
び
込
む
「
産

業
・
観
光
振
興
等
の
連
携
に
関
す
る
協
定
」

締
結
（
平
成
28
年
10
月
）

 

栃
木
銀
行
の
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
や

販
路
拡
大
、
企
業
誘
致
、
観
光
振
興
、
公
共

施
設
の
維
持
管
理
等
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
民
間
資
金

を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備
）
の
検
討
等
で

連
携
し
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

⑦
小
山
思
い
の
森
完
成
（
平
成
28
年
10
月
）

　

新
小
山
市
民
病
院
の
周
辺
に
位
置
す
る
思

い
の
森
に
つ
い
て
は
、恵
ま
れ
た
緑
を
保
全
・

活
用
し
な
が
ら
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、
健

康
づ
く
り
や
交
流
が
出
来
る
多
目
的
広
場
及

び
園
路
が
完
成
し
ま
し
た
。

⑧
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業「
塚
崎
・

東
野
田
地
区
」
起
工
式
（
平
成
28
年
11
月
）

　

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
と
、
創
設
非
農
用

地
に
よ
る
工
業
団
地
用
地
確
保
の
た
め
、
農

林
水
産
省
所
管
補
助
事
業
に
よ
り
、
ほ
場
整

備
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

⑨
城
山
町
二
丁
目
第
一
地
区
市
街
地
再
開
発

組
合
の
設
立
（
平
成
28
年
12
月
）

　

準
備
組
合
は
事
業
計
画
を
作
成
し
、
本
組

合
設
立
の
認
可
を
得
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

現
在
、
建
築
実
施
設
計
及
び
権
利
変
換
計
画

の
作
成
を
行
っ
て
い
て
、
来
年
夏
の
着
工
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

⑩
要
支
援
児
童
生
活
応
援
事
業
の
拡
充
（
平

成
28
年
12
月
）

　

ネ
グ
レ
ク
ト
や
貧
困
で
苦
し
む
子
ど
も
た

ち
に
食
事
等
の
提
供
や
基
本
的
な
生
活
習
慣

の
習
得
を
目
的
に
、
市
内
２
カ
所
目
と
な
る

「
お
ひ
さ
ま
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

⑪
小
山
市
長
と
開
運
座
が
「
徳
川
み
ら
い
学

会
」
に
招
か
れ
る
（
平
成
28
年
12
月
）

　

静
岡
市
で
、
市
長
が
講
話
、
小
山
市
民
劇

団「
開
運
座
」が
、市
が
誇
る
歴
史
的
軍
議「
小

山
評
定
」の
再
現
劇
の
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

⑫
小
山
東
工
業
団
地
の
分
譲
に
つ
い
て
（
平

成
29
年
２
月
）

　

大
阪
市
に
本
社
を
有
し
、
化
学
工
業
製
品

製
造
業
を
営
む
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
エ
ム
・
エ

ス
・
ア
イ
㈱
と
の
間
で
、
１
区
画
約
１
３
，

０
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
売
買
契
約
を

締
結
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全

１
１
区
画
が
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

⑬
第
二
犬
塚
踏
切
歩
道
整
備
完
了（
平
成
29
年
３
月
）

　

新
た
に
歩
道
を
整
備
し
た
こ
と
に
よ
り
、

通
学
時
の
児
童
生
徒
な
ど
通
行
者
の
安
心
・

安
全
が
高
ま
り
ま
し
た
。

⑭
小
山
駅
西
口
の
再
開
発
ビ
ル
「
ロ
ブ
レ
」
に

核
テ
ナ
ン
ト
等
の
出
店
決
定（
平
成
29
年
３
月
）

　

ロ
ブ
レ
の
核
と
な
る
テ
ナ
ン
ト
「
ド
ン
・

キ
ホ
ー
テ
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
と
も
に
、

大
型
テ
ナ
ン
ト
「
ツ
タ
ヤ
」
の
出
店
が
決
定

し
、
ロ
ブ
レ
再
生
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し

ま
し
た
。

⑮
駅
東
通
り
一
丁
目
第
一
地
区
市
街
地
整
備

事
業
の
事
業
再
開
（
平
成
29
年
３
月
）

　

新
た
な
事
業
施
行
者
と
し
て
大
和
ハ
ウ
ス

工
業
㈱
を
選
定
し
、
事
業
を
再
開
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
着
工
時
期
に
つ
い
て
は
平

成
30
年
３
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

⑯
ま
ち
の
駅
思
季
彩
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
（
平
成
29
年
４
月
）

 

ま
ち
の
駅
思
季
彩
館
は
、
平
成
19
年
に
整

備
さ
れ
て
以
来
、
10
周
年
を
経
過
し
ま
し
た

が
、
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
館
内
内
装
の
一

部
改
装
と
商
品
構
成
・
配
置
の
変
更
を
行
い
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

⑰
「
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
お
や
ま
」（
改
訂
版
）

発
行
（
平
成
29
年
４
月
）

　

小
山
市
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
イ
ベ
ン

ト
等
の
概
要
を
総
合
的
に
紹
介
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
お
や
ま
」
を
ポ

ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
に
し
て
全
面
改
訂
し
ま
し

た
。

⑱
機
能
別
消
防
団
員
入
団
式（
平
成
29
年
５
月
）

　

機
能
別
消
防
団
員
と
し
て
84
人
の
方
が
入

団
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
本
年
度
か
ら

新
設
し
た
大
学
生
機
能
別
消
防
団
員
に
は
、

６
人
の
大
学
生
が
入
団
し
ま
し
た
。

⑲
城
南
地
区
新
設
小
学
校
建
設
着
工
（
平
成

29
年
５
月
）

　

近
隣
小
学
校
の
児
童
数
増
加
に
よ
る
教
室

不
足
の
解
消
の
た
め
、
城
南
地
区
新
設
小
学

校
の
建
設
が
、本
格
的
に
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

⑳
白
鷗
大
学
と
連
携
事
業
報
告
会
（
平
成
29

年
６
月
）

　

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
目
的
と
し

て
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
白
鷗
大
学
と
、

連
携
事
業
の
報
告
会
を
行
い
、
本
年
度
の
事

業
計
画
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
も
行
い
ま
し

た
。　

く
ら
し
を
創
る
た
め
に

①
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
交
付
制
度
（
平

成
28
年
8
月
）

　

市
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
犯
罪
の
抑
止
及
び

地
域
防
犯
力
の
向
上
を
目
的
に
、
防
犯
カ
メ

ラ
を
新
た
に
設
置
す
る
地
域
団
体
に
対
し

て
、
そ
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
金
と
し

て
交
付
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

②
被
災
者
住
宅
復
旧
支
援
条
例
制
定
（
平
成

28
年
９
月
）

　

平
成
27
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ

る
災
害
を
踏
ま
え
、
自
然
災
害
で
住
宅
被
害

を
受
け
た
市
民
の
う
ち
、
国
・
県
の
被
災
者

生
活
再
建
支
援
法
の
対
象
と
な
ら
な
い
被
災

者
に
支
援
金
を
支
給
す
る
事
業
を
創
設
し
ま

し
た
。

③
栃
木
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
小
山
支
部
と
「
災

害
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
の
協
力
に
関
す
る

協
定
」
締
結
（
平
成
28
年
９
月
）

　

平
成
27
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
を
踏
ま
え
、

既
存
の
協
定
内
容
を
大
幅
に
見
直
し
、
市
内

外
の
被
災
地
へ
の
支
援
物
資
の
輸
送
や
、
災

害
廃
棄
物
の
処
理
の
た
め
の
重
機
提
供
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。

④
リ
オ
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
海
老
沼
匡
選
手

市
民
栄
誉
賞
授
与
（
平
成
28
年
９
月
）

　

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
で
銅
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
、
柔
道
男
子
66
㎏
級
の
海
老
沼
匡

選
手
が
、
小
山
市
に
凱
旋
、
市
民
栄
誉
賞
を

授
与
し
ま
し
た
。

⑤
小
山
い
き
い
き
好
齢
者
相
談
窓
口
・
応
援

サ
イ
ト
開
設
（
平
成
28
年
10
月
）

　

シ
ニ
ア
世
代
の
就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し

た
。

⑥
小
山
市
役
所
イ
ク
ボ
ス
宣
言（
平
成
28
年
10
月
）

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
、
職
員
が

喜
び
や
意
欲
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
め
る

支
援
体
制
を
目
指
し
、
市
長
を
先
頭
に
部
長

級
職
員
お
よ
び
所
属
長
級
職
員
全
員
が
イ
ク

ボ
ス
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

⑦
リ
オ
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト 

萩
野
公
介
選

手
市
民
栄
誉
賞
授
与
（
平
成
28
年
10
月
）

　

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
で
、
金
・
銀
・

銅
の
３
つ
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
、
競
泳
の

萩
野
公
介
選
手
が
小
山
市
に
凱
旋
、
市
民
栄

誉
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

⑧
中
央
図
書
館
に
新
電
算
シ
ス
テ
ム
の
自
動

貸
出
機
を
導
入
（
平
成
28
年
11
月
）

　

全
蔵
書
約
52
万
冊
に
IC
タ
グ
を
貼
り
付

け
、
セ
ル
フ
手
続
き
に
よ
り
迅
速
な
貸
し
出

し
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

⑨
小
山
市
文
化
協
会
創
立
40
周
年
記
念
事
業

の
開
催
に
つ
い
て
（
平
成
28
年
11
月
）

　

小
山
市
文
化
協
会
は
創
立
40
周
年
を
迎

※この記事は 7 月 7 日時点で編集したものです
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え
、
そ
れ
を
記
念
し
、
11
月
５
日
に
藤
山
新

太
郎
一
門
に
よ
る
「
日
本
伝
統
の
奇
術
“
江

戸
の
手
妻
”
と
水
芸
」
を
開
催
し
た
他
、
各

種
作
品
展
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑩
ラ
ム
サ
ー
ル
ナ
マ
ズ
初
出
荷（
平
成
28
年
11
月
）

 

小
山
市
内
で
ナ
マ
ズ
の
養
殖
に
取
組
み
初

出
荷
し
ま
し
た
。
ナ
マ
ズ
は
、 

川
や
湖
に
住

む
川
魚
で
見
た
目
と
は
裏
腹
に
た
ん
ぱ
く
で

身
が
や
わ
ら
か
い
魚
で
す
。
今
後
小
山
市
の

名
物
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

⑪
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
大
手
の
㈱
カ
イ
ン
ズ
お
よ

び
総
合
ス
ー
パ
ー
の
㈱
ベ
イ
シ
ア
と
災
害
時
物

資
供
給
協
定
締
結
（
平
成
28
年
11
月
・
12
月
）

　

災
害
発
生
時
、
飲
料
水
や
日
用
品
等
の
物

資
供
給
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

⑫
市
内
全
郵
便
局
と
包
括
連
携
協
定
締
結

（
平
成
28
年
12
月
）

　

郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、安
心
・

安
全
で
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
市
内
の
全
郵
便
局
と
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

⑬
新
幹
線
駅
を
軸
と
し
た
移
住
・
定
住
促
進

広
域
連
携
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
（
平
成
29

年
1
月
）

　

那
須
塩
原
市
と
連
携
し
、
新
幹
線
駅
を
軸

に
、
自
然
や
観
光
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資

源
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

し
、
移
住
・
定
住
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑭
木
曜
会
を
構
成
す
る
市
内
11
事
業
所
各
社

と
災
害
時
協
定
締
結
（
平
成
29
年
１
月
）

　

木
曜
会
を
構
成
す
る
市
内
11
事
業
所
各
社

と
災
害
発
生
時
に
資
機
材
や
人
員
、
井
戸
水

の
提
供
や
、
会
社
の
所
有
す
る
体
育
館
や
駐

車
場
を
一
時
避
難
所
に
活
用
す
る
と
い
っ
た

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

⑮
㈱
小
山
ブ
ラ
ン
ド
思
川
と
「
災
害
時
に
お

け
る
管
理
施
設
の
使
用
等
に
関
す
る
協
定
」

締
結
（
平
成
29
年
２
月
）

　

災
害
発
生
時
の
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

⑯
「
開
運
の
ま
ち　

お
や
ま
」
D
C
実
行
委

員
会
設
立
（
平
成
29
年
２
月
）

　

平
成
30
年
４
～
６
月
に
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
が

栃
木
県
を
対
象
に
実
施
す
る
大
型
観
光
企

画
、「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」に
向
け
て
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、オ
ー

ル
小
山
で
取
り
組
む
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

⑰
小
山
市
出
身
の
力
士
を
応
援
す
る
会
と
小

山
市
栃
木
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
レ
ー
ブ
ス
を
応
援

す
る
会
の
設
立
（
平
成
29
年
２
月
）

　

市
出
身
の
三
力
士
と
本
市
を
本
拠
地
と
す

る
県
民
球
団　

栃
木
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
レ
―
ブ

ス
を
オ
ー
ル
小
山
で
応
援
す
る
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
を
盛
り
上
げ
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
よ
う
と
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

⑱
渡
良
瀬
遊
水
地
の
ヨ
シ
等
利
活
用
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
２
月
）

　

自
然
共
生
を
図
る
と
と
も
に
低
炭
素
地
域

づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
渡
良
瀬
遊

水
地
に
群
生
す
る
ヨ
シ
を
は
じ
め
と
す
る
バ

イ
オ
マ
ス
を
利
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

⑲
旧
小
山
市
民
病
院
跡
地
活
用
事
業
「
回
復

期
病
床
の
確
保
」（
平
成
29
年
３
月
）

　

県
か
ら
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
床
100
床
の
病

床
配
分
が
、
旧
小
山
市
民
病
院
跡
地
活
用
事

業
者
で
あ
る
医
療
法
人
社
団
友
志
会
に
、
正

式
に
決
定
し
ま
し
た
。

⑳
栃
木
南
部
農
業
水
利
事
業
所
・
各
土
地
改

区
と
災
害
時
協
定
締
結
（
平
成
29
年
３
月
）

　

関
東
農
政
局
栃
木
南
部
農
業
水
利
事
業
所

や
、
小
山
市
美
田
東
部
、
思
川
西
部
、
間
々

田
乙
女
の
各
土
地
改
良
区
と
災
害
対
策
支
援

や
農
業
用
用
排
水
施
設
の
監
視
や
操
作
な
ど

の
協
力
と
い
っ
た
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

�
笠
間
市
と
「
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
笠

間
市
民
の
県
外
広
域
避
難
に
関
す
る
協
定
」

と
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る

協
定
」
締
結
（
平
成
29
年
３
月
）

　

茨
城
県
笠
間
市
と
日
本
原
子
力
発
電
東
海

第
２
原
発
で
事
故
が
起
き
た
際
の
避
難
者
受

け
入
れ
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

ま
た
同
時
に
、
災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
も

締
結
し
ま
し
た
。

�
野
木
町
と
観
光
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
相
互
利
用

協
定
締
結
お
よ
び
運
用
開
始（
平
成
29
年
４
月
）

　

小
山
地
区
定
住
自
立
圏
施
策
の
第
1
弾
と

し
て
、
野
木
町
と
観
光
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の

相
互
利
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

�
多
言
語
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
本
格
運
用
（
平

成
29
年
４
月
）

　

日
本
語
で
意
思
疎
通
が
で
き
な
い
外
国
の

方
か
ら
の
119
番
通
報
に
お
い
て
、
民
間
の
通

訳
サ
ー
ビ
ス
を
介
す
る
こ
と
で
通
報
内
容
を

円
滑
に
聴
取
で
き
ま
す
。
県
南
地
区
で
初
め

て
365
日
24
時
間
体
制
の
本
格
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

�
絹
義
務
教
育
学
校
開
校
式
（
平
成
29
年
４
月
）

　

福
良
、
梁
、
延
島
の
３
小
学
校
と
、
絹
中

学
校
を
統
合
再
編
し
、
県
内
初
の
「
義
務
教

育
学
校
」
が
開
校
し
ま
し
た
。
義
務
教
育
九

年
間
の
子
ど
も
の
育
ち
や
学
び
を
つ
な
ぐ
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

�
ふ
る
さ
と
納
税
「
ヤ
ク
ル
ト
愛
の
見
守
り

訪
問
活
動
」
を
返
礼
品
化
（
平
成
29
年
４
月
）

　

市
内
に
両
親
等
を
残
し
遠
方
で
暮
ら
す
子

ど
も
世
代
の
た
め
に
、
ご
両
親
を
定
期
的
に

見
守
る
ヤ
ク
ル
ト
配
達
を
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
追
加
し
、
高
齢
者
の
見
守
り
を
推

進
し
ま
す
。

�
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
お
や
ま
来
場
者
20
万
人
を

突
破
（
平
成
29
年
4
月
）

　

昨
年
５
月
、
Ｊ
Ｒ
小
山
駅
西
口
の
再
開
発

ビ
ル
「
ロ
ブ
レ
」
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
キ
ッ

ズ
ラ
ン
ド
お
や
ま
」
で
、
来
場
者
が
20
万
人

を
突
破
し
ま
し
た
。

�
小
山
市
国
民
健
康
保
険
「
レ
デ
ィ
ー
ス

ド
ッ
ク
」
の
助
成
を
開
始
（
平
成
29
年
４
月
）

　

乳
が
ん
や
子
宮
が
ん
な
ど
、
女
性
の
罹
患

率
の
高
い
疾
患
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、

新
た
に「
レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
」を
人
間
ド
ッ

ク
等
受
診
費
用
の
助
成
対
象
に
追
加
し
、
よ

り
一
層
被
保
険
者
の
健
康
増
進
を
図
り
ま

す
。

�
小
山
市
プ
レ
D
C
特
別
ツ
ア
ー
の
実
施

（
平
成
29
年
４
～
６
月
）

　

平
成
30
年
４
～
６
月
に
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
が

栃
木
県
を
対
象
に
実
施
す
る
大
型
観
光
企

画
、「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
レ
Ｄ
Ｃ
の

一
環
と
し
て
、「
お
や
ま
思
川
桜
グ
ル
メ
ま

つ
り
体
験
ツ
ア
ー
」、「
ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ
見
学

ツ
ア
ー
」、「
Ｃ
＆
Ｋ 

小
山
の
魅
力
発
見
ツ

ア
ー
」、「
お
や
ま
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
体
験
ツ

ア
ー
」、「
み
ん
な
で
引
っ
張
れ
！
！
渡
良
瀬

遊
水
地
外
来
魚
駆
除
体
験
ツ
ア
ー
」
の
５
つ

の
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

�
お
や
ま
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
実
施
（
平
成
29

年
５
月
～
７
月
）

　

昨
年
実
施
し
た
美
田
、
渡
良
瀬
遊
水
地
、

絹
に
、
新
た
に
乙
女
を
加
え
４
会
場
に
拡
大

し
て
、
手
塚
治
虫
先
生
の
人
気
ア
ニ
メ
に
加

え
、
サ
ッ
カ
ー
「
本
田
圭
佑
選
手
」、
自
転

車『
弱
虫
ペ
ダ
ル
』と「
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ

ン
」、
野
球
「
栃
木
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
レ
ー
ブ

ス
」
に
関
す
る
絵
柄
で
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
描

き
、
農
業
の
魅
力
や
農
村
の
美
し
い
景
観
を

Ｐ
Ｒ
し
誘
客
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
べ
く
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
田
植
え

体
験
、
見
学
会
を
実
施
し
大
盛
況
で
し
た
。

�
住
宅
金
融
支
援
機
構
と
連
携
協
定
締
結

（
平
成
29
年
６
月
）

　

小
山
市
へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
契
機
と
し

て
住
居
を
購
入
す
る
際
に
、
住
宅
金
融
支
援

機
構
の
住
宅
ロ
ー
ン
「
フ
ラ
ッ
ト
35
」
の
金

利
を
優
遇
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

�
小
山
市
を
本
拠
地
と
す
る
栃
木
ゴ
ー
ル
デ

ン
ブ
レ
ー
ブ
ス
と
地
域
支
援
パ
ー
ト
ナ
ー
連

携
協
定
締
結
（
平
成
29
年
６
月
）

　

市
民
と
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
等
が
、
多
彩
な

交
流
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
青
少

年
の
健
全
な
育
成
や
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

�
結
城
市
、栃
木
市
、下
野
市
、野
木
町
と「
災

害
時
広
域
支
援
連
携
協
定
」
締
結
（
平
成
29

年
７
月
）

　

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
相
互
協
力
に
つ

い
て
締
結
し
ま
し
た
。

※この記事は 7 月 7 日時点で編集したものです



第4回ツール・ド・おやま2017 問生涯スポーツ課☎21–2695

　自転車で、小山や野木の豊かな自然環境や史跡をめぐり、地元の味覚や美しい景色を満喫していただくサイク
リングイベントを開催します。ぜひご参加ください！※タイムや順位を競うレースではありません
日　時　11月11日㈯8時～開会式

申込み（先着）　9月4日㈪～ 29日㈮にインターネットまたは電話（スポーツエントリー☎0570－550－846）
・スタート・ゴール：小山総合公園内（温水プール館　西側第1駐車場）
・第1エイドステーション：道の駅思川　　　　　・第2エイドステーション：生井桜づつみ
・第3エイドステーション：野木ホフマン館　　　・第4エイドステーション：小山思いの森

コ
ー
ス

35㎞渡良瀬遊水地ファミリーコース
（初心者向け）

55㎞野木町煉瓦窯エンジョイコース
（一般向け）

75㎞小山思いの森チャレンジコース
（中級者向け）

渡良瀬遊水地の豊かな自然と秋の
関東平野の広大なパノラマビュー
をゆっくりと満喫するコース

35㎞コースに加え、国指定重要文
化財の野木町煉瓦窯を巡るコース

55㎞コースに加え、小山市民の憩
いの場所である小山思いの森を巡
るコース

定
員 150人・小学生以上 150人・小学4年生以上 500人・小学4年生以上

参
加
料

大人（高校生以上）  3,000円
小・中学生  1,000円

大人（高校生以上）  4,000円
小・中学生  1,500円

大人（高校生以上）  5,000円
小・中学生  2,000円

※参加料には記念品代、傷害保険料、消費税などが含まれます。小学生の参加は保護者同伴とします。道路事情
　等により内容が変更になる場合もあります

第39回人権講演会 問生涯学習課☎22–9663・9695
　人権推進課☎22–9292

日　時　8月21日㈪12:30開場（13:15開演）
会　場　市立文化センター大ホール　※入場無料、手話通訳、要約筆記有り
内　容　13:15 ～開会行事
　　　　13:45 ～人権に関する発表
　　　　　・平成28年度栃木県人権に関する作文コンクール入賞者による朗読
　　　　　・平成28年度とちぎの高校生人権映像作品コンクール入賞作品上映
　　　　　・小山市いじめ等防止市民会議委員による報告
　　　　14:30 ～人権講演会（約80分）
　　　　　・講演テーマ　「役者は『生涯修業』」
　　　　　・講師　村上　新悟氏（俳優・小山市出身）
　　　　　・進行役　礒野　佑子アナウンサー（NHK宇都宮放送局）

村上新悟氏プロフィール：1974年生まれ。小山市出身。2001年～ 2015年まで無名塾に所属。2007年の「風
林火山」でNHK大河ドラマに初出演。その後、2013年の「八重の桜」から2016年の「真田丸」まで4年連続で
出演。本年は小山高専卒業の経歴を買われ、30周年を迎えるNHKロボコンの応援団にも任命されている。

村上　新悟氏

　小山市は全国でも有数のビール麦の産地です。小山産の農畜産物をつまみに、小山産
のビール麦を使用した美味しいビールを堪能することができます。当日は、会場内特設
ステージにてさまざまなイベントを実施するほか、市内業者による模擬店もあります。
日　時　9月1日㈮18:00 ～ 21:00、2日㈯15:00 ～ 20:00、3日㈰15:00 ～ 19:00
会　場　小山御殿広場（小山市役所北側）
【チケット販売】○前売り券（3枚綴り）：1,000円　○当日券（1枚）：400円
【前売り券販売窓口】（一社）小山市観光協会、道の駅思川、まちの駅思季彩館、リングジョイ、
　　　　　　　　　小山商工会議所、間々田商工会、桑絹商工会、小山市美田商工会

第6回小山の日本一ビールまつり 問（一社）小山市観光協会☎30–4772
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○75㎞チャレンジコース　8:30 ～スタート
○55㎞エンジョイコース　9:00 ～スタート
○35㎞ファミリーコース　9:15 ～スタート

※1グループ30人程度で、
　1分間隔で順番にスタート

期　間　8月31日㈭まで
受　付　小山市役所本庁、保健・福祉センター、市内11出張所

九州北部豪雨災害義援金受入れ 問出納室☎22–9453



小山市総合防災訓練
～県内初！「おやまシェイクアウト訓練」を同時実施～

日時：9月9日㈯ 9:30 ～ 11:30（雨天決行・荒天中止）　会場：石ノ上河川広場

第13回寺野東遺跡縄文まつり

日時：8月26日㈯9:00から
会場：おやま縄文まつりの広場（寺野東遺跡・梁2075-4）
内容：○難しいけど挑戦！火おこし体験　○縄文の森で弓矢体験　○自分だけの宝物！まが玉づくり
　　　○あなたも縄文人！縄文服の試着体験　○小学校・義務教育学校4 ～ 6年生限定企画！水場遺構で魚すくい
　　　○健康推進プログラム　○ニュースポーツ体験　○豪華賞品が当たるかも?!大抽選会
　　　○地元サークルによるステージ発表　○桑の里うどん、焼きそばなどの模擬店販売

問危機管理課☎39–6684
FAX29–0119

問文化振興課☎22–9668

　今年も「おやま縄文まつりの広場」で、楽しい体験盛りだくさんのお祭りを開催します。ほんものの遺跡の上で、
縄文人になってみましょう！

　栃木県南部を震源とする直下型地震が発生し、最大震度７を観測したと想定し、災害対策本部設置、避難勧告
の伝達や避難所、応急救護所の設置、消火や救出訓練、緊急物資の輸送、ライフライン復旧訓練などを行います。
消防自動車はもちろん、災害発生の時に活躍する特殊な車やヘリコプターも登場します！

おやまシェイクアウト訓練への参加・事前登録のお願い
　小山市総合防災訓練開始の地震発生（9:30から1分間）にあわせて、「ドロッ
プ（姿勢を低く）・カバー（体・頭を守る）・ホールドオン（揺れが収まるまでじっ
としている）」という身の安全を守るための行動を、市内一斉に行いましょう。 
屋内にいる場合は固定されたデスクやテーブルの下に入り、揺れが収まるのを
待ち、屋外ならビルや電線などから離れた場所を探し、カバンで頭を守ったり、うずくまったりするような行動
をとりましょう。小山市全域で行いますので、小山市総合防災訓練の参加者・見学者のほか、個人・家族、学校、
企業等の団体を問わずどなたでも参加できます。

【参加方法】
9月7日㈭までに、
インターネットま
たはFAXでの事前
登録をお願いしま
す。参加をお待ち
しています。

◆FAXでの登録方法
①参加形態（個人・家族、自治会、
学校、保育園・幼稚園、企業・団体、
その他）②名称（個人の場合は
代表者）③参加人数④ホームペー
ジや報告資料への組織名・団体
名記名の可否を危機管理課へ

◆訓練開始の合図について
　9月9日㈯9:30になりましたら、訓練を開始してください。小山市安全安心情報メールに登録されている方には、
メールで訓練開始をお知らせします。未登録の方は、この機会にぜひご登録ください。

◆インターネットでの登録方法

パソコン用 携帯用

下記の二次元バーコードから登録
◆プラスワン訓練を
行ってみましょう！
　小山市総合防災訓練
に参加・見学、避難場
所等の確認、家具等の
転倒防止策などの確認
等を行ってみましょう。

小山きものの日おもてなしの店募集！
～11月18日㈯に開催決定！

着物で来店された方に、お店独自の「おもてなし」をしてみませんか？～
日　時　お店によって決めていただけます。
　　　　11月18日㈯のみの開催または数日間の開催も
　　　　可能。※ただし11月18日㈯は必ず含むこと
登録料　1,000円（「おもてなしの店」旗代）
申込み　8月1日㈫～ 21日㈪に工業振興課へ

【あわせて募集！】
●当日ご協力いただける着付けボランティア
　着付けの技術を活かしてみませんか？
●本場結城紬
　タンスに眠っている紬をご寄附いただけませんか？

問工業振興課☎22–9397

「プレミアム付き開運小山市共通商品券」取扱加盟店募集
問小山商工会議所☎22–0253
　間々田商工会☎45–0261
　小山市美田商工会☎37–0631
　桑絹商工会☎22–4523
　商業観光課☎22–9272

広報小山 2017.8月号　₆

資　格　下記の①を満たしているとともに、②または③のいずれかを満たす事業者
　　　　①個人事業主の場合は当該事業主の小山市個人市民税に、法人の場合
　　　　　は当該法人の小山市法人市民税に、それぞれ滞納がないこと
　　　　②市内に本店を置く、資本金5,000 万円以下の事業者
　　　　　（ただし、卸・小売業業者は店舗売場面積が1,000 ㎡以下）
　　　　③上記以外で小山商工会議所または各商工会の会員
申込み　8月1日㈫～ 31日㈭までに、小山商工会議所または各商工会へ

※参加料や詳細については小山商工会議所
　または各商工会へお願いします



第64回市民文化祭
作品・出場者募集
展覧会・発表会名 開催期日・期間 規程 参加料等 申込先 その他

展
　
示

絵画展 11/1㈬～ 5㈰ 10号～ 30号、自作・未発表作品
※市内在住者指導受講者も含む 1,000円 10/25㈬までに

榊原武二☎23–0469
搬入＝10/31㈫9:00 ～ 
搬出＝11/5㈰16:00 ～

写真展 11/3㈮～ 5㈰
半切～ A3ノビ 単写真のみ
未発表作品、合成等不可
額装またはパネル張りひも付き

1点
500円

11/1㈬（直接会場受付
は2㈭）午前中までに
大手スミ子☎22–2425

搬入＝11/2㈭9:00 ～ 
搬出＝11/5㈰16:00 ～

盆栽展 11/9㈭～ 12㈰ 一般盆栽、松、柏、雑木、小品、
山野草※細部についての規定はなし 無料 10/1㈰までに

髙橋進☎24–0870
搬入＝11/8㈬10:00 ～ 
搬出＝11/12㈰15:00 ～

華道展 11/18㈯・19㈰ 花席：間口90cm、奥行75cm、
高さ70cm 2,000円 8/30㈬までに

松本幸星☎27–9234
搬入＝11/17㈮13:00 ～ 
搬出＝11/19㈰16:00 ～

書道展 11/22㈬～ 26㈰ 縦：半切以内、横：半切1/2以内 
色紙　軸、半切、横1/2まで 1,500円 9/13㈬までに

倉持玄風☎27–0306
搬入＝11/22㈬9:30 ～ 
搬出＝11/26㈰16:00 ～

工芸・
デザイン展

11/29㈬～
12/3㈰

平面：50cm×50cm以内
立体：高さ150㎝、幅50㎝、
奥行30cm以内　※1人2点まで

1点 
600円

10/15㈰までに
上野祐子☎38–2400

搬入＝11/28㈫13:00 ～ 
搬出＝12/3㈰15:00 ～

舞
　
台

音楽祭 11/11㈯ 
13:00 ～ 17:00

合唱、合奏 
※8分以内。アンプ類の使用不可

1団体 
10,000円

8/31㈭までに
諸澤真理子
☎090–7724–7373

20人以上の場合 
1人につき200円追加

洋舞祭 11/12㈰ 
13:00 ～ 17:00

ダンス(ヒップホップ・社交・フ
ラ・手話・ベリー・アフリカン・
モダンジャズ・フォーク）、バレ
エ(クラシック・モダン)、フラ
メンコ

1団体 
7,000円

8/31㈭までに
小貫廣☎23–5969

当日午前中にリハーサル
あり

吟詠剣詩舞祭 11/18㈯ 
13:00 ～ 17:00

団体別合吟合舞、独吟(2分以内)、
構成吟、群舞（10分以内） 2,000円 8/31㈭までに

川村一然☎22–1812 高校生以下1,000円

邦楽祭 11/19㈰ 
12:30 ～ 17:00

琴、尺八、三絃(長唄、小唄)、
琵琶

1団体 
15,000円

9/15㈮までに
丹野井成寿☎23–0811

準備：11/19㈰9:00 ～ 
片付け：11/19㈰18:00 ～

歌謡祭 11/25㈯ 
9:30 ～ 17:00

出演者本人が連絡（申込時に曲
目・歌手名・住所・氏名・電話番号）

2コーラス 
3,000円

9/24㈰までに
大山好一☎37–0141 参加料は当日受付で

新舞踊祭 12/2㈯
10:30 ～ 15:00 1曲5分以内 無料 9/15㈮までに

杉山キヨ☎24–1049

日本舞踊祭 12/3㈰ 
11:30 ～ 16:30

古典舞踊、端唄、小唄振り、その
他日本舞踊を基本とした創作舞踊

1人
15,000円

8/31㈭までに
藤間多嘉志☎27–8473

文化振興課☎22–9694参加資格　市内在住・通勤通学者
会場　　　文化センター大ホール・小ホール・
　　　　　ギャラリー、中央公民館、道の駅思川小山評定館
問合せ　　各申込先まで

●芝生墓地	
申込資格　　小山市に引き続き1年以上住所があり、住民
　　　　　　登録している方
募集基数　　10 基（※ 応募多数の場合は抽選になります）
永代使用料　461,000 円   年間管理料　5,400 円
●合葬式墓地
　従来の墓地とは異なり、承継の心配がなく、一つのお墓
に多数の焼骨を一緒に埋蔵（合葬）するお墓です。
申込資格　　次の①②を満たす方
①小山市に引き続き1年以上住所があり、住民登録してい
　る方
②自分または自分ともう1人分のお墓として使用したい
　65 歳以上の方
募集内容・使用料（※ 応募多数の場合は抽選になります）

墓園やすらぎの森墓地の使用者募集
●芝生墓地および合葬式墓地へ埋蔵（納骨）でき   
　る焼骨の範囲
○配偶者（妻または夫 )　　○血族 3 親等以内
○姻族 2 親等以内　　　　 ○養父母、養子
申込方法・締切　往復はがき、8 月 31日㈭当日消印有効
申込み先　小山市役所環境課（〒 323-8686 住所不要）

募集数 利用者区分 使用料
1体用
10体

自分のお墓として使用したい方
（65歳以上の生前申込み） 75,000円

2体用
10組20体

自分ともう1人分のお墓として使用
したい方（65歳以上の生前申込み）150,000円

申込者の
①郵便番号
②住所
③氏名
をお書きください

①住所
②氏名
③電話番号
④「芝生墓地募
集」または「合
葬式墓地募集（1
体用または 2 体
用どちらかの希
望を記入）」
をお書きください

62 円
切手

　　
〒 323-8686
小山市役所環境課

※何も書かないで
　ください

往信62 円
切手

往復はがきの記載例

※ 芝生墓地・合葬式墓地どちらか同一世帯につき申込み
　は1枚になります
※改葬、有骨者については随時受付中です

返信

問環境課☎22–9284
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白鷗大学市民開放講座（後期）受講生募集
～大学のキャンパスで生涯学習！～
　白鷗大学市民開放講座は、大学で行われる通常の授業を市民の皆さ
まに開放するもので、実際に学生たちと机を並べて学ぶことができま
す。また、より多くの皆さまに受講していただくために、割安な受講料となっています。幅広い科目を数多く用
意しましたので、皆さまの受講をお待ちしています。
期　間　9月22日㈮～平成30年1月25日㈭（本キャンパス）、
　　　　9月22日㈮～平成30年1月26日㈮（東キャンパス）
会　場　白鷗大学本キャンパスおよび東キャンパス
　　　　※東キャンパスには駐車場がありませんのでご注意ください
受講料　週1回講義科目（半期）＝1万円、
　　　　週2回講義科目（半期）＝2万円
　　　　※受講決定後、大学から振込用紙が送付されます。教材代は含まれません
対　象　市内在住・通勤・通学者
定　員　各科目5人　※受講希望者多数の場合は先着順になります
科　目　教養、経営学部関連、法学部関連、教育学部関連科目（約100科目）
その他　①受講生には大学から受講許可証・聴講生証（IDカード）が交付されます。
　　　　②学内図書館、スクールバス（無料）が利用できます。
　　　　③開放科目の詳しい講義内容は、白鷗大学地域連携サポートセンター（☎22–9790）にお問合せください。
申込み　8月17日㈭～ 30日㈬に、住所・氏名・年齢・電話番号・希望科目を電話・ＦAX・ハガキまたは直接生涯
　　　　学習課の窓口へ

四世代以上の同居家族を表彰します
　少子高齢化・核家族化が進む中にあって、市内には多世代で同居している家族がいらっしゃいます。その中でも、
四世代以上が同居している世帯を表彰することにより、家族の良さや大切さを認識し家族のきずなを深める機会
とするとともに、「ふるさと小山」への愛着を育み、定住促進の機運を高めることを目的として、「四世代家族き
ずな表彰事業」として四世代以上の同居家族を表彰します。該当の世帯で表彰を希望する場合は、下記のとおり
申請してください。
【対象世帯】※次の①～④すべての要件を満たす世帯
①四世代以上の親族で構成され、住民基本台帳法において同一と認められる世帯
②9月1日㈮の基準日において、市内の同一家屋に1年以上（満1歳未満の子は出生時から）
　居住している世帯
③世帯構成員全員の、市税および介護保険料に未納がない世帯
④暴力団や暴力主義的破壊活動を行う団体に所属していない世帯
※下記の場合は、同一世帯であっても対象となりませんのでご注意ください
・別家屋に居住している場合
　例同一敷地内の別棟に居住している　など
・同一家屋内での居住実態がない場合
　例施設入所や進学により実際には居住していない　など
【申請方法】
　住民基本台帳において、同一世帯に四世代以上が登録されている世帯には、順次、案内通知を送付します。要
件をご確認のうえ、9月8日㈮までに申請書等に必要事項を記入し、地域包括ケア推進課に提出してください。
【表彰】
　11月12日㈰に開催される「第32回健康都市おやまフェスティバル」おいて、表彰状および記念品の贈呈を行
います。

問地域包括ケア推進課
☎22–9625

問生涯学習課☎22–9665・FAX22–9696
〒323-8686　小山市中央町1–1–1

教養科目 歴史学、倫理学、美学、物理学、心理学、スペイン語、フランス語、中国語など
経営学部関連科目 銀行論、企業ネットワーク論、国際経営論、国際金融論、日本経営史など
法学部関連科目 行政法、地方自治法、民法（物権総論）、知的財産法、労働法など
教育学部関連科目 環境科学、生理学、体育・スポーツ経営学、スポーツ栄養学など

※上記は開放予定科目の一部です。開放科目は変更になることがあります。詳しくは、各公民館や図書館などに
配置してあるパンフレットをご覧ください
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建築物防災週間　8月30日㈬～ 9月5日㈫

♦市では、木造住宅の「耐震診断・耐震改修」の助成事業を実施しています。

問建築指導課☎22–9233

日頃から調査・点検をしましょう
○建築物の外壁は安全ですか ? ひび割れや浮き上がり、腐食等の点検
○火事の時、安全に避難できますか ? 廊下・階段・バルコニー等の点
　検、防火シャッターの下や防火戸のまわりの点検
○建築設備は安全ですか ? 換気設備・排煙設備・非常用照明・給排水
　設備等の点検
○エレベーター・エスカレーター等は安全ですか ? エレベーター等の
　日常の維持保全

次のような建物は、ぜひ耐震診断を !
●比較的古い建築物…昭和 56(1981) 年
　以前の建築物、老朽化が著しい
●バランスが悪い建築物…1 階がピロティ
　である、大きな吹き抜けがある、壁・
　窓の配置が偏っている
●多数の人が利用する建築物…階数が 3　
　以上で、延べ面積 1,000 ㎡以上

　市では、仕事と家庭生活を両立することができ、男女共に働きやすい環境
づくりに積極的に取組んでいる事業者を「小山市ワーク・ライフ・バランス
推進事業者」として認定し、雇用の分野における男女共同参画を推進しています。
　次の 3 項目で基準を満たしている場合に、☆が付与されます。

【認定対象項目】
①仕事と家庭生活の調和を図るための取組　　　②女性労働者の能力発揮を促進する取組
③地域における子育て、ふれあい活動等の地域貢献活動を推進する取組
　今年度、小山市ワーク・ライフ・バランス推進事業者として、下記の 6 つの事業者が新たに認定され、6 月 24
日㈯に開催された男女共同参画フェアで、認定証交付式を行いました。

事業者名 業種
（株）東光高岳　小山事業所 製造業
国分関信越（株） 卸売・小売業

（福）桜美会　さくら保育園 医療・福祉業

第 6 回  ワーク・ライフ・バランス推進事業者認定  

6社すべての事業所で最高の星3つ!　☆☆☆

問男女共同参画課☎22–8078

事業者名 業種
メルテック（株） 製造業

（株）栃木銀行
小山支店・小山東支店・間々田支店 金融・保険業

（地独）新小山市民病院 医療・福祉業

※詳しい取組内容は、ホームページをご覧ください

　商店や会社等で取引用または病院・学校・保育所等で証明用に使用しているはかりは、計量法で定められてい
る定期検査を受けなければなりません。今年度の検査日程は下記のとおりです。忘れずに検査を受けてください。
なお、前回検査を受けた方には、検査のご案内を送付します。

期日 会場 時間
9月11日㈪～15日㈮ 市役所別館 10時～12時および

13時～15時9月19日㈫･20日㈬ 間々田市民交流センター

はかりの定期検査について 問栃木県測量検定所☎028–667–9425
　 商業観光課☎22–9272

持ち物
①はかり②手数料③送付された通知

「特定計量定期検査について」

期　日　12 月 10 日㈰ 8:45 から開会式 ※ 小雨・小雪決行　
会　場　小山総合公園森のはらっぱおよび粟宮・間中方面
参加料　小・中学生 2,000 円、高校・一般および親子ペア 3,000 円 （申込み後は返金できません）
申込み　① 9 月 22 日㈮（消印有効）までに所定の申込書（振込取扱票）に必要事項を記入し、
　　　　　郵便局で支払うか、参加料を添えて市体育協会に持参（平日 8:30 ～ 17:15）
　　　　② 10 月 2 日㈪までにインターネット（スポーツエントリー・ランネット）で申込み
　　　　　※ 大会約 10 日前にナンバーカードを発送します

種別 対象者 距離 スタート

01

小学

親子ペア
（1･2 年生とその親）

2 ㎞

9:30

02 男　子 3･4 年生 9:4503 女　子
04 男　子 5･6 年生 10:0005 女　子
06 中学 男　子 全学年 3 ㎞ 10:3007 女　子

種別 対象者 距離 スタート
08 高校・一般

女　子
39 歳以下

5 ㎞ 10:25
09 一般 40 歳以上
10 高校・一般

男　子
39 歳以下

11 一般 40 歳以上
12 高校・一般

男　子
39 歳以下

10 ㎞ 10:15
13 一般 40 歳以上
14 高校・一般

女　子
39 歳以下

15 一般 40 歳以上

種目・スタート時刻等

第 40 回おやま思川マラソン大会  問（公財）市体育協会事務局
　 （県立温水プール館内）☎30–5856
　　ホームページ http://www.
　　　　osa.server-shared.com
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あなたも今から参加しませんか！あなたの豊かな経験と知恵を生かして仲間と共に楽しいクラブづくり
「思

し

桜
おう

会
かい

」小山市老人クラブ連合会
思桜会では、今後も活発に地域活動を行い発展するために、たくさんの会員を募集しています。

地　区 事　務　局 電　話☎
小 山 地域包括ケア推進課 22–9625
大 谷 大 谷 出 張 所 28–0004

間々田 間々田出 張 所 45–1335

地　区 事　務　局 電　話☎
中 中 出 張 所 38–0002

穂 積 穂 積 出 張 所 38–2004
桑 桑 出 張 所 22–4545
絹 絹 出 張 所 49–0027

地　区 事　務　局 電　話☎
生 井 生 井 出 張 所 45–4004
寒 川 寒 川 出 張 所 38–1002
豊 田 豊 田 出 張 所 37–1002

❖育成奨励祝金　新規結成したクラブには20,000円、基準日に5人以上会員が増加したクラブには10,000円を交付。
❖若手会員奨励金　新規結成単位クラブの構成員に、65歳以下の会員が5人以上加入している場合、30,000円を交付。
❖単位クラブ活動費補助金　会員一人当り 700 円の会員割補助金と年間 36,000 円のクラブ均等割補助金を交付。
❖思桜会補助金　各地区連絡協議会および思桜会に活動助成金を交付。
❖友愛サロン事業助成金　事業実施クラブに、初年度は活動助成金 50,000 円、2 年目以降は 40,000 円を交付。
❖シニア健康ウォーキング事業助成金　事業実施クラブに活動助成金8,000円（年1回）とウォーキング手帳等を交付。

◆ジェネリック医薬品を利用しましょう！
小山市国民健康保険からのおしらせ ～医療費削減のために

　　　今日からできること～

≪ジェネリック医薬品とは≫　患者さんのお薬代の負担を軽くするお薬です
　新薬よりも開発期間が短く、開発コストが大幅に抑えられているため、安価で提供すること
ができ、特に慢性疾病など長期的に服薬が必要な場合は経済的な負担の軽減にもつながります。
　ジェネリック医薬品に切替えができるか、医師・薬剤師にご相談ください。
◆柔道整復のかかり方
　整骨院や接骨院で柔道整復師が行う施術については、健康保険の対象にならないものがあります。
施術を受ける前にしっかりと確認をし、国民健康保険を正しく使いましょう。
●健康保険の対象となるケース
・急性または亜急性で原因がはっきりしている外傷
性の負傷（ねんざ、打撲、挫傷（肉離れ）、骨折、脱臼）
※ 骨折・脱臼に対する施術については、医師の同意が必要

●健康保険の対象とならないケース
・単なる肩こりや筋肉疲労、内科的要因によるもの、同時に病院で治療中の負傷
・労災保険が適用になる仕事中・通勤中の負傷、小山市国保に未届の交通事故が原因の負傷

●柔道整復師の施術を受けるときの注意点
①負傷原因を正しく伝える
②療養費支給申請書の内容をよく確認し、自分で署名する
③領収書を受け取る
④施術が長期にわたる場合は、医師の診察を受ける

●柔道整復師の施術を受けられた方へ　～アンケートにご協力ください～
　柔道整復師の施術を受けられた方の中から、無作為に抽出した方へアンケートをお送りしています。アンケー
トが届いた方は、必要事項をご記入の上、国保年金課にご返送ください。よろしくお願いいたします。

　CKD とは“Chronic( 慢性 )　Kidney( 腎臓 )　Disease( 病 )”の略です。1 つの病気を表す病名ではなく、
腎機能が　慢性的に低下している状態を指す総称です。腎機能の低下や尿たんぱくなどが 3 カ月以上にわたって
確認されると、CKD と診断されます。慢性糸球体腎炎や腎硬化症、糖尿病性腎症など、慢性的に
経過する腎臓病が原因となり、今や成人の 8 人に 1 人が CKD とも言われています。

ご存知ですか ?「慢性腎臓病（CKD）」

腎臓の役割って ?
①血液をろ過して、老廃物を尿として体外に排出②血圧のコントロール
③体の水分・塩分・体液量などを調整④骨・血圧・血液を正常に保つホルモンの分泌
どうしてCKDになるの
CKDの発症には、好ましくない生活習慣の積み重ねが大きく影響しています。これらによって糖尿病や高血圧な
どの生活習慣病や、メタボリックシンドロームになると、腎機能の低下を加速させます。
早期発見が大切！定期的に健康診断を受けましょう
　小山市の基本健診では、検査項目にeGFR（推算糸球体ろ過量）が取り入れられています。これは、腎臓にど
れくらい老廃物を尿へ排泄する能力があるかを示しています。毎年忘れずに、健康診断を受けましょう。
生活習慣を改善してCKD予防

【食生活】① 主食・主菜・副菜をバランスよく② 塩分・脂質のとりすぎに気をつける③ お酒は適量を守る
【生活習慣】①適度な運動を行いましょう②睡眠・休養をとり、疲れやストレスをためない③たばこは吸わない

問健康増進課☎22–9520

問国保年金課☎ 22‒9415

問地域包括ケア推進課☎ 22‒9625



秀
郷
・
将
門
が
駆
け
巡
っ
た
大
地

　

な
ぜ
茨
城
県
と
の
県
境
、
昔
で
言
え
ば
下し

も
う
さ総

と
の

国く
に
ざ
か
い

境
に
近
い
下し

も
つ
け野

の
こ
の
場
所
に
製
鉄
工
房
群
が
営

ま
れ
た
の
か
、理
由
は
不
明
で
す
。
と
こ
ろ
が
近
年
、

茨
城
県
古
河
市
の
川
戸
台
遺
跡
で
、
よ
り
規
模
の
大

き
な
製
鉄
関
連
遺
跡
が
調
査
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
操
業
は
８
世
紀
か
ら
10
世
紀
と
考
え
ら
れ
、

金
山
遺
跡
と
も
時
期
が
重
な
り
ま
す
。
所
在
地
は
下

野
と
の
国
境
か
ら
南
に
３
㎞
ほ
ど
の
、
渡
良
瀬
川
を

の
ぞ
む
台
地
上
で
す
。こ
の
よ
う
に
９
世
紀
の
下
野
・

下
総
の
国
境
付
近
に
は
金
山
遺
跡
や
川
戸
台
遺
跡
が

操
業
し
、
周
辺
地
域
は
ま
さ
に
当
時
の
大
工
業
地
帯

で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
10
世
紀
の
関
東
地
方
で
、
京
都
の
朝
廷
を

震
え
さ
せ
る
大
事
件
が
お
こ
り
ま
し
た
。「
平

た
い
ら
の
ま
さ
か
ど

将
門

の
乱
」
で
す
。
下
総
国
石い

わ
い井

（
茨
城
県
坂
東
市
付

近
）
を
本
拠
と
す
る
将
門
が
、
天て

ん
ぎ
ょ
う慶

２
（
９
３
９
）

年
に
近
隣
の
国こ

く
ふ府

（
現
在
の
県
庁
に
相
当
）
を
次
々

と
攻
略
し
、「
新し

ん
の
う皇

」
と
称
し
て
公
然
と
朝
廷
に
対

す
る
反
乱
を
起
こ
し
た
の
で
す
。
こ
の
乱
を
記
し
た

『
将し

ょ
う
も
ん
き

門
記
』
に
よ
れ
ば
、
下
野
・
下
総
の
国
境
で
度
々

合
戦
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
ず
承じ

ょ
う
へ
い平

６（
９
３
６
）

年
、
将
門
の
伯お

じ父
の
平

た
い
ら
の
よ
し
か
ね

良
兼
が
、
将
門
を
攻
め
る
た

め
に
上か

ず
さ
の
く
に

総
国
（
千
葉
県
中
部
）
か
ら
下
野
国
に
向
か

い
ま
し
た
。
将
門
は
良
兼
軍
を
偵
察
す
る
た
め
に
下

野
国
の
境
に
赴
き
、
良
兼
軍
と
衝
突
し
た
の
で
す
。

良
兼
は
敗
れ
、
下
野
国
府
（
栃
木
市
）
に
逃
げ
込
み

ま
し
た
。
さ
ら
に
天
慶
３
（
９
４
０
）
年
２
月
１
日
、

将
門
の
従い

と

こ

兄
弟
に
当
た
る
平

た
い
ら
の
さ
だ
も
り

貞
盛
が
、
下
野
の
豪
族

藤ふ
じ
わ
ら
の原

秀ひ
で
さ
と郷

と
と
も
に
将
門
打
倒
の
兵
を
集
め
て
い

る
と
の
情
報
を
得
て
、
将
門
は
１
千
の
兵
を
率
い
て

下
野
に
向
か
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
戦
い
で
秀
郷
・

貞
盛
連
合
軍
に
敗
れ
た
将
門
は
、
や
が
て
追
い
詰
め

ら
れ
、
討
ち
取
ら
れ
ま
す
。
将
門
鎮
圧
の
最
高
殊
勲

者
と
な
っ
た
秀
郷
の
名
は
広
く
知
れ
渡
り
、
子
孫
は

全
国
に
進
出
し
、
小
山
氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
名

だ
た
る
武
士
団
を
輩
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
戦
い
の
具
体
的
な
場
所
は
、『
将

門
記
』
の
記
述
が
曖
昧
な
た
め
、
下
野
側
な
の
か

下
総
側
な
の
か
、
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
現
在
の

小
山
市
内
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

確
か
な
の
は
下
野
・
下
総
の
国
境
、
つ
ま
り
栃
木
・

茨
城
の
県
境
の
地
域
が
、
将
門
の
乱
に
お
い
て
戦

略
上
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
で
す
。

　

こ
の
こ
と
と
金
山
・
川
戸
台
遺
跡
が
関
係
す
る

証
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
操
業
し
た
年
代
が
、
将
門

の
乱
と
も
や
や
ず
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
秀

郷
や
将
門
ら
の
父
祖
が
生
き
た
年
代
と
は
重
な
る

は
ず
で
、
彼
ら
「
兵

つ
わ
も
の」

の
武
器
や
武
具
が
製
造
可

能
な
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
関
心
を

向
け
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ

ら
の
製
鉄
遺
跡
群
が
所
在
す
る
国
境
を
は
さ
ん

で
、
か
た
や
藤
原
秀
郷
、
か
た
や
平
将
門
と
い
う
、

歴
史
的
に
も
有
名
な
兵
た
ち
が
現
れ
た
の
は
、
た

ん
な
る
偶
然
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
溜た

め
の
だ
い

ノ
台
遺
跡
・
大

お
お
ざ
か
い境

遺
跡
（
小

山
市
）、
清せ

い
ろ
く六

Ⅲ
遺
跡
（
野
木
町
）
な
ど
、
９
世

紀
の
製
鉄
関
連
遺
跡
が
、
栃
木
県
側
の
県
境
付
近

に
所
在
し
ま
す
。
こ
の
頃
は
、
現
在
の
東
北
地
方

を
支
配
す
る
た
め
、
関
東
諸
国
に
は
物
資
・
武
器

の
補
給
や
兵
員
の
動
員
な
ど
、
重
い
負
担
が
課
せ

ら
れ
ま
し
た
。
い
き
お
い
治
安
は
乱
れ
、
各
地
で

頻
々
と
武
装
集
団
が
横
行
し
ま
し
た
。
反
面
、
こ

う
し
て
磨
き
抜
か
れ
た
武
芸
を
持
つ
集
団
が
育
ま

れ
た
の
で
あ
り
、
将
門
を
倒
し
た
秀
郷
が
、
一
挙

に
武
門
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
踊
り
出
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

博
物
館　
　

佐
久
間
弘
行

1１　広報小山 2017.8月号

シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○18３

平
安
時
代
の
下
野
・
下
総
の
国
境

　

茨
城
県
と
の
県
境
を
縫
う
よ
う
に
縦
貫
す
る
新
4
号
国
道
の

工
事
に
先
立
ち
、
栃
木
県
文
化
振
興
事
業
団
（
当
時
）
に
よ
る

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
今
か
ら
30
年
近
く
前
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
と
き
調
査
さ
れ
た
金か

な
や
ま山

遺
跡
（
市
内
東
野
田
）
で
、
注

目
さ
れ
る
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
鍛か

じ冶
遺
構
と
鉄
生
産
炉
が
発

見
さ
れ
、
平
安
時
代
前
期
の
9
世
紀
中
葉
に
は
、
付
近
で
も
比

較
的
規
模
の
大
き
な
、
鍛
冶
の
村
が
こ
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
し
た
の
で
す
。「
金
山
」
と
刻
書
さ
れ
た
土
器
も
発
見
さ
れ
、

古
代
の
産
業
の
名
残
が
、
字あ

ざ

名
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
も

注
目
さ
れ
ま
し
た
。

現在の栃木・茨城の県境付近



８
月
天
体
観
望
会
「
ヘ
ラ
ク
レ
ス
座
を

み
つ
け
よ
う
～
土
星
を
み
よ
う
～
」

日
時　

８
／
12
㈯
19
時
半
～
21
時

会
場　

生
井
公
民
館

※
中
学
生
以
下
、
保
護
者
同
伴
当

日
11
時
～
12
時
半
に
博
物
館
駐
車

場
で
太
陽
観
測
会
実
施

問
博
物
館
☎
�
５
３
３
１

第
13
回
児
童
虐
待
防
止
に
関
す
る
講
演
会

日
時　
９
／
10
㈰
13
時
半
～
15
時
50
分

会
場　

健
康
医
療
介
護
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
研
修
室
（
神
鳥
谷

２２５１
‐
７
）

問
子
育
て
包
括
支
援
課
☎
�
９
６
２
７

ゆ
め
ま
ち
で
夕
涼
み
会（
天
体
観
望
会
）

日
時　

８
／
19
㈯
19
時
～
21
時

会
場　

小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
多
目
的
広
場

※
14
歳
以
下
保
護
者
同
伴
※
雨
天
時

は
多
目
的
ホ
ー
ル
※
申
込
み
不
要

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
９
３
５

駅
南
児
童
セ
ン
タ
ー
納
涼
祭
・
バ
ザ
ー

日
時　

８
／
27
㈰
15
時
～
17
時

会
場　
同
セ
ン
タ
ー（
駅
南
町
２
‐
11
‐
５
）

内
容　

ゲ
ー
ム
、
バ
ザ
ー
等

※
参
加
者
全
員
に
か
き
氷
プ
レ
ゼ

ン
ト
※
バ
ザ
ー
商
品
提
供
受
付
中

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
０
５
９
４

小
山
評
定
ふ
る
さ
と
大
使
「
Ｃ
＆

Ｋ
」
小
山
凱
旋
野
外
ラ
イ
ブ

日
時　

８
／
26
㈯
17
時
～
19
時
半

会
場　

小
山
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

※
駐
車
場
規
制
、
小
山
駅
前
発
有

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
を
推
奨

※
会
場
周
辺
の
道
路
混
雑
・
ラ
イ

ブ
音
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

問
㈱
エ
ン
ズ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

☎
０
３
・
５
７
７
４
・
４
６
４
６

結
城
盆
踊
り
大
会

　
「
三
世
代
輪
に
な
っ
て
踊
ろ
う
」

を
テ
ー
マ
に
お
囃
子
と
民
謡
に
合

わ
せ
て
踊
り
ま
す
。

日
時　

８
／
４
㈮
18
時
半
～
21
時
半

会
場　

結
城
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー

問
結
城
市
役
所
商
工
観
光
課

　
　
　

☎
０
２
９
６
�
０
４
２
１

県
立
博
物
館
８
月
の
主
な
行
事

①
企
画
展「
大
集
合
！
北
関
東
の
動

植
物
化
石
」②
テ
ー
マ
展「
栃
木
の

遺
跡
」③
テ
ー
マ
展「
地
域
回
想
法

と
博
物
館
」④
季
節
替
わ
り
展
示

「
古
代
の
衣
装（
七
夕
編
・
移
り
変
わ

り
編
）」▽
①
８
／
27
㈰
ま
で
②
③

９
／
３
㈰
ま
で
④
８
／
31
㈭
ま
で

問
同
館
☎
０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

※
月
曜
・
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年

始
休
館
。
高
校
生
以
上
要
観
覧
料

夏
季
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

日
時　

９
／
15
・
22
・
29
、
10
／

６
の
金
曜
日
10
時
～
正
午

会
場　

県
南
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

定
員　

先
着
10
人

参
加
料　

千
円
（
保
険
代
等
）

申
込
み　

８
／
１
㈫
～
31
㈭
の
平

日
10
時
～
17
時
に
市
体
育
協
会
（
県

立
温
水
プ
ー
ル
館
内
）

問
小
山
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協

会
・
伊
澤
☎
�
７
８
０
３

小
山
市
総
合
競
技
選
手
権
大
会
兼

市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

期
日　

９
／
27
㈬
※
雨
天
時
翌
日

会
場　

小
山
総
合
公
園

対
象　

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
登
録
者
お
よ
び
市
内
在
住
者

先
着
50
人

参
加
料　

１
人
500
円（
当
日
）

申
込
み　

８
／
１
㈫
～
９
／
４
㈪

に
市
体
育
協
会
☎
�
５
８
５
６

問
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
・

青
柳
☎
０
９
０
・
４
０
０
０
・
８
１
２
７

短
期
体
操
教
室

日
時　

９
／
15
・
22
・
29
金
曜
日

①
４
～
６
歳
15
時
～
15
時
50
分
②

小
学
１
・
２
年
生
16
時
～
17
時

会
場　
県
南
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

定
員　

①
②
各
20
人
※
申
込
み
多

数
の
場
合
抽
選

参
加
料　

２
千
円
（
保
険
代
等
）

申
込
み　

８
／
９
㈬
～
25
㈮
の
平

日
10
時
～
17
時
に
市
体
育
協
会

（
県
立
温
水
プ
ー
ル
館
内
）

問
市
体
育
協
会
☎
�
５
８
５
６

秋
の
テ
ニ
ス
教
室

日
時　

９
／
２
・
16
・
23
・
30
、
10
／

７
・
14
・
21
・
28
土
曜
日
14
時
～
16
時

会
場　

あ
け
ぼ
の
公
園

定
員　

先
着
70
人

参
加
料　

５
千
円
（
保
険
代
等
）

申
込
み　

８
／
20
㈰
10
時
～
11
時

に
県
立
温
水
プ
ー
ル
館
会
議
室

問
市
テ
ニ
ス
協
会
・
小
島
☎

０
９
０
・
２
４
２
０
・
３
０
３
６

秋
の
女
性
テ
ニ
ス
教
室

日
時　

９
／
４
㈪
・
８
㈮
・
11

㈪
・
15
㈮
・
22
㈮
・
25
㈪
・
29
㈮
、

10
／
２
㈪
全
８
回
10
時
～
正
午

会
場　

あ
け
ぼ
の
公
園

定
員　

35
人
程
度

参
加
料　

５
千
円
（
保
険
代
等
）

申
込
み　

８
／
21
㈪
10
時
～
10
時

半
に
県
立
温
水
プ
ー
ル
館
会
議
室

問
市
テ
ニ
ス
協
会
・
工
藤
☎

０
９
０
・
１
４
３
５
・
７
５
１
７

第
２
回
子
ど
も
水
泳
教
室

日
時　

９
／
７
～
11
／
９
毎
週
木

曜
日
全
10
回
17
時
半
～
18
時
半

会
場　

県
立
温
水
プ
ー
ル
館

定
員　

40
人
（
市
内
在
住
の
小
学

生
、
身
長
120
㎝
以
上
）

内
容　
水
な
れ
、
バ
タ
足
、
ク
ロ
ー
ル

参
加
料　
３
千
200
円
（
保
険
料
込
み
）

申
込
み　

８
／
31
㈭
17
時
～
17
時

半
に
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

問
同
館
☎
�
４
６
１
７

原
爆
死
没
者
慰
霊
と
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

日
時　

８
／
６
㈰
８
時
15
分
・

９
㈬ 

11
時
２
分

問
行
政
経
営
課
☎
�
９
３
１
８

都
市
計
画
に
関
す
る
縦
覧
、
説
明
会

■
地
区
計
画
の
決
定
（
小
山
東
部
第

二
工
業
団
地
、
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
小
山
南
部
）

日
時　
①
縦
覧
８
／
９
㈬
～
23
㈬
、

②
案
の
説
明
会
９
／
14
㈭
18
時
半
か
ら

■
都
市
計
画
公
園
の
変
更
（
小
山

運
動
公
園
の
区
域
拡
張
）

日
時　

①
縦
覧
８
／
９
㈬
～
23
㈬
、
②

構
想
の
説
明
会
８
／
17
㈭
18
時
半
か
ら
、

③
公
聴
会
９
／
７
㈭
18
時
半
か
ら
、
④
案

の
説
明
会
９
／
14
㈭
18
時
半
か
ら

会
場　

①
都
市
計
画
課
②
③
④
市

役
所
別
館
３
階
会
議
室
３

問
都
市
計
画
課
☎
�
９
２
０
３

地
籍
調
査
成
果
の
閲
覧
実
施

対
象
地
区　

粟
宮
Ⅱ
地
区

閲
覧
対
象　

地
籍
図
の
原
図
と
地

籍
簿
の
案（
国
土
調
査
法
第
17
条

の
規
定
に
よ
る
）

期
間　

８
／
21
㈪
～
９
／
14
㈭

※
８
／
25
㈮
、
９
／
１
㈮
・
２
㈯
・

３
㈰
・
10
㈰
は
除
く

時
間　

９
時
半
～
16
時

会
場　

粟
宮
中
央
公
民
館

持
ち
物　

印
鑑
、
委
任
状（
代
理

人
の
場
合
）

問
建
設
政
策
課
☎
�
９
３
２
９

自
死
遺
族
の
会

日
時　
８
／
22
㈫
14
時
か
ら
※
申
込

み
不
要
※
今
回
の
み
第
４
火
曜
日
開
催

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
９

臨
時
保
育
士
採
用
説
明
会

日
時　

９
／
２
㈯
10
時
～
正
午

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

持
ち
物　

履
歴
書
、
保
育
士
証

（
免
許
証
）
の
コ
ピ
ー

申
込
み　

こ
ど
も
課
☎
�
９
６
１

４
・
９
６
１
５
※
詳
細
要
問
合
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

■
申
請
方
法

①
平
成
27
年
10
月
以
降
に
国
か
ら
通

知
さ
れ
た
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
同
封

の
申
請
書
に
指
定
の
写
真
を
貼
り
、
返

信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
便
申
請

②
右
記
申
請
書
に
記
載
の
Ｉ
Ｄ
番

号
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
申
請

■
利
用
方
法

▽
顔
写
真
付
の
公
的
な
身
分
証
明

▽
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
住

民
票
等
の
各
種
証
明
書
の
取
得
▽
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
確
定
申

告
（e-T

a
x

）
▽
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
を
使
用
に
必
要

■
発
行
手
数
料

▽
今
年
度
申
請
分　

無
料
（
初
回

発
行
分
）

問
市
民
課
☎
�
９
４
０
２

水
道
の
使
用
開
始
・
使
用
中
止
の

手
続
き
に
つ
い
て

　

引
っ
越
し
等
に
伴
う
申
込
み
は
、

２
～
３
日
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。
市
公
式
HP
で
は
、
使
用
開
始
・

中
止
に
加
え
て
口
座
振
替
依
頼
用
紙

送
付
の
申
込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
水
道
事
業
☎
�
０
３
６
８

年
金
請
求
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

年
金
の
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
29

年
８
月
か
ら
、
年
金
保
険
料
の
納
付

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ
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済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
等
を
合

わ
せ
て
10
年
以
上
あ
れ
ば
、
老
齢
基

礎
年
金
等
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
黄
色
い
封
筒
で
請
求
書

が
送
ら
れ
た
方
は
、
早
め
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

問

国

保

年

金

課

☎

�

９
４
１
６
・
９
４
１
７
、
栃
木
年
金
事

務
所
☎
０
２
８
２
・
２
２
・
４
１
３
１

小
山
市
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
～
空
き

家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
？
～

あ
な
た
の
空
き
家
を
登
録
し
て
、

売
却
・
賃
貸
し
ま
せ
ん
か
？

※
詳
細
要
問
合
せ

問
建
築
指
導
課
☎
�
９
８
２
４

平
成
29
年
就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
日
本
の

就
業
・
不
就
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
統
計
法

に
基
づ
く
就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

調
査
対
象
地
域
の
世
帯
に
は
、

８
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
の
回
答
も
で
き
ま
す

問
行
政
経
営
課
☎
�
９
３
１
２

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

　

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
職
場
で
ス

ト
レ
ス
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
抱

え
る
方
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

偶
数
月
の
第
２
金
曜
日

（
８
／
18
、
10
／
13
、
12
／
８
、
Ｈ

30
．
２
／
９
）
13
時
半
～
16
時
半

会
場　

小
山
労
政
事
務
所

内
容　

面
談
・
電
話
相
談
※
無
料

申
込
み　

相
談
希
望
日
の
３
日
前

ま
で
に
小
山
労
政
事
務
所

問
同
所
☎
�
４
０
３
２

地
区
優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

受
賞
資
格　

①
運
転
免
許
を
有

し
、
取
得
期
間
限
定
で
自
動
車
の

運
転
を
し
て
い
る
方
②
平
成
24
年

４
／
１
～
平
成
29
年
３
／
31
ま
で
の

間
、
無
事
故
・
無
違
反
（
違
反
点
数

３
点
以
内
は
除
く
）
③
過
去
に
交

通
功
労
者
と
し
て
県
表
彰
を
受
け

て
い
な
い
方

申
込
み　

９
／
11
㈪
～
10
／
10
㈫

に
小
山
地
区
交
通
安
全
協
会
ま
で

問
同
協
会
☎
�
６
６
１
５

毎
月
勤
労
統
計
調
査

　
特
別
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

７
／
31
㈪
現
在
で
、
常
用
労
働

者
を
１
～
４
人
雇
用
し
て
い
る
事

業
所
を
対
象
に
、
賃
金
等
の
実
態

を
８
～
９
月
に
調
査
し
ま
す
。

問
県
統
計
課
０
２
８
・
６
２
３
・
２
２
４
６

第
40
回
栃
木
県
少
年
の
主
張
発
表

下
都
賀
地
区
大
会

日
時　

８
／
25
㈮
12
時
15
分

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉

指
導
課
☎
�
２
２
９
４

個
人
事
業
税
の
納
税

　

８
月
は
、
平
成
28
年
中
に
個
人

で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
た
方
に
個

人
事
業
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
１

期
分
の
納
期
限
は
８
／
31
㈭
で

す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所
個
人
事
業
税

担
当
☎
０
２
８
２
�
３
４
１
４

福
祉
・
保
育
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ
ア

日
時　

９
／
２
㈯
13
時
～
15
時
半

会
場　

栃
木
市
栃
木
文
化
会
館

※
申
込
み
不
要
・
参
加
無
料

問
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

  

☎
０
２
８・６
４
３・５
６
２
２

な
ん
び
ょ
う
サ
ポ
ー
ト
と
ち
ぎ
の
つ
ど
い

日
時　

９
／
９
㈯
９
時
半
～
15
時
半

会
場　

と
ち
ぎ
健
康
の
森（
宇
都
宮
市
）

内
容　

難
病
に
関
す
る
講
演
会
、

相
談
会（
要
予
約
）、
交
流
会
な
ど

問
と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
６
１
１
３

め
ざ
せ
ジ
ュ
ニ
ア
救
命
士
～
き
み

か
ら
は
じ
ま
る
119
～

日
時　

①
８
／
１
㈫
②
８
／
２
㈬

③
８
／
３
㈭
④
８
／
４
㈮
⑤
８
／

５
㈯
⑥
８
／
６
㈰
⑦
８
／
７
㈪
⑧

８
／
８
㈫
⑨
８
／
９
㈬
⑩
８
／
10

㈭
い
ず
れ
も
10
時
～
11
時
半

会
場　

①
桑
分
署
②
間
々
田
分
署

③
大
谷
公
民
館
④
豊
田
公
民
館
⑤
絹

分
遣
所
⑥
小
山
市
消
防
署
⑦
桑
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
⑧
大
谷
分
署
⑨
中
公

民
館
⑩
生
井
公
民
館

対
象　
４
年
生
以
上
の
児
童
・
参
加
無
料

申
込
み　

消
防
署
救
急
係
☎
�

６
６
６
６

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
渡
良

瀬
遊
水
地
「
ツ
バ
メ
の
ね
ぐ
ら
入

り
」
観
察
会

日
時　

８
／
20
㈰
16
時
か
ら
※
市

役
所
駐
車
場
集
合

定
員　

30
人
※
申
込
み
多
数
の
場

合
抽
選
※
参
加
無
料
・
雨
天
中
止

申
込
み　

８
／
１
㈫
～
10
㈭
正
午

ま
で
に
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー

ル
推
進
課
☎
�
９
３
５
４

指
定
管
理
者
（
小
山
市
中
央
市
民
会
館
、
小

山
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
）

期
間　

平
成
30
年
４
／
１
㈰
～
平

成
35
年
３
／
31
㈮

申
込
み　

８
／
１
㈫
～
31
㈭
に
、

生
涯
学
習
課
☎
�
９
６
６
６

※
募
集
要
項
は
市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

市
営
住
宅
入
居
者

対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
者
・

現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
方
・
現
に
住
宅
に

困
窮
し
て
い
る
方
・
収
入
が
一
定
基

準
以
下
の
方
・
地
方
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方
・
暴
力
団
員
で
な
い
方　

※
そ
の
他
詳
細
要
問
い
合
せ

申
込
み　

８
／
25
㈮
ま
で
に
建
築

課
☎
�
９
２
１
２

計
量
モ
ニ
タ
ー

　

普
段
購
入
し
て
い
る
食
料
品
を
一

定
期
間
、計
量
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

計
量
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

満
20
歳
以
上
の
市
民
10
人

謝
礼　

６
千
円

説
明
会　

９
／
22
㈮
14
時
～
、
中

央
公
民
館
第
一
研
修
室

申
込
み　

８
／
25
㈮
ま
で
に
生
活

安
心
課
☎
�
９
２
８
２

【
ま
ち
か
ど
美
術
館
企
画
】
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
し
て
み
よ
う

日
時　

８
／
27
㈰
13
時
半
～
16
時
半

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

定
員　

先
着
８
人
（
５
年
生
以
上
。

キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
が
で
き
る
こ
と
）

申
込
み　

ま
ち
か
ど
美
術
館
☎
�

３
３
８
１　

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ア
実
行
委
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
人
員　

若
干
名

募
集
要
件　
男
女
共
同
参
画
に
関
心

が
あ
り
、
年
４
回
程
度
の
実
行
委
員

会
（
平
日
午
前
）
と
フ
ェ
ア
の
準
備
・

当
日
（
６
月
）
に
参
加
で
き
る
方

申
込
み　

８
／
31
㈭
ま
で
に
男
女

共
同
参
画
課
☎
�
８
０
７
８

市
民
体
験
農
園
（
秋
冬
野
菜
）

日
時　

９
／
２
㈯
８
時
か
ら

会
場　
市
民
農
園
（
道
の
駅
思
川
南
）

定
員　

50
人

内
容　

ダ
イ
コ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
等
の
種
ま
き
・
定
植
体
験

参
加
料　

千
円

申
込
み　

８
／
31
㈭
ま
で
に
農
政

課
☎
�
９
２
５
４

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

日
時　

９
／
16
㈯
９
時
～
正
午

会
場　

消
防
本
部
3
階
大
会
議
室

定
員　

先
着
30
人

※
参
加
無
料
・
動
き
や
す
い
服
装

申
込
み　

８
／
15
㈫
～
31
㈭
ま
で

に
消
防
署
救
急
係
☎
�
６
６
６
６

ま
た
は
各
分
署
・
分
遣
所

宇
都
宮
大
学
お
や
ま
サ
テ
ラ
イ
ト

プ
ラ
ザ
市
民
講
座
（
市
民
が
主
役

お
や
ま
の
ま
ち
づ
く
り
）

日
時　

９
／
９
㈯
13
時
半
～
15
時

45
分
、
９
／
23
㈯
13
時
半
～
15
時

半会
場　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員　

20
人
（
原
則
、
連
続
受
講

可
能
な
方
）
※
参
加
無
料

申
込
み　

９
／
１
㈮
ま
で
に
総
合

政
策
課
☎
�
９
２
１
８

寒
川
公
民
館
子
育
て
広
場

日
時　

９
／
７
㈭
10
時
～
11
時
15
分

会
場　

市
立
寒
川
公
民
館
研
修
室

対
象　

未
就
園
児
（
０
～
３
歳
）

と
保
護
者
10
組　

※
参
加
無
料

内
容　
親
子
で
ハ
ッ
ピ
ー
！
笑
い
ヨ
ガ

申
込
み　

同
館
☎
�
１
０
０
２

開
運
小
山
市
家
庭
で
節
電
コ
ン
テ
ス
ト

　

電
力
使
用
量
の
増
え
る
夏
に
、
家

庭
の
使
用
電
気
量
を
昨
夏
と
比
べ
、

ど
の
く
ら
い
削
減
で
き
た
か
を
確
認

す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
み　

９
／
29
㈮
ま
で

※
応
募
方
法
等
詳
細
要
問
合
せ

問
環
境
課
☎
�
９
２
９
０

募

集

13　広報小山 2017.8月号

栃木ゴールデンブレーブス　小山市民デー開催 !!　（8/11 ㈮ 13 時～　 福井ミラクルエレファンツ戦）
事前申込みで前売りチケットが、大人 500 円（前売通常 1,000 円）、学生 300 円（前売通常 500 円）になります。
みんなで、栃木ゴールデンブレーブスを応援しに行こう！！　　　　　　　　　　問生涯スポーツ課☎ 21–2695
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生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
８
月
開
講
・

講
座
案
内

■
「
芸
術
へ
の
誘
い
」
ケ
ー
ナ
奏

者R
en

コ
ン
サ
ー
ト
▽
８
／
12
㈯

14
時
～
15
時
半
▽
同
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
▽
チ
ケ
ッ
ト
千
500
円

■
「
ウ
シ
さ
ん
の
バ
ル
ー
ン
プ
レ

ゼ
ン
ト
」
▽
９
／
３
㈰
11
時
～
14

時
▽
同
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
先

着
200
人

■
「
ウ
シ
さ
ん
の
親
子
で
作
る
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室
」
▽
９
／
30

㈯
10
時
～
正
午
▽
同
セ
ン
タ
ー
第

１
セ
ミ
ナ
ー
室
▽
先
着
15
組
▽
材

料
代
200
円
▽
講
師　

小
倉
克
洋
氏

■
「
パ
ソ
コ
ン
9
月
基
礎
講
座

の
ご
案
内
」
▽
基
礎
講
座
▽
９
／

７
・
14
・
21
・
28
木
曜
日
14
時
～
16

時
▽
同
セ
ン
タ
ー
第
１
セ
ミ
ナ
ー

室
▽
月
額
４
千
円
（
４
回
８
時
間
）

他
に
テ
キ
ス
ト
代
300
円
▽
パ
ソ
コ
ン

は
各
自
持
参
▽
10
月W

o
rd

、
11
月

E
xcel

各
講
座
毎
週
木
曜
日
午
後

申
込
み　

８
／
10
㈭
10
時
～
同
セ

ン
タ
ー
☎
�
９
１
１
１
ま
で

第
15
回
小
山
市
民
囲
碁
大
会

日
時　

９
／
３
㈰
９
時
半
～

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
・
通
勤
・
通
学

者（
当
日
受
付
不
可
）

参
加
料　

千
円（
弁
当
・
飲
み
物
付
）

競
技
区
分　

①
市
長
杯
争
奪
戦
②

ハ
ン
デ
ィ
戦（
10
級
以
上
）

申
込
み　
８
／
１
㈫
～
25
㈮
に
競
技
区
分
・

氏
名
・
年
齢
・
住
所
ま
た
は
勤
務
先
・
通
学
先
・

段
級
位
を
中
央
公
民
館
☎
�
９
５
６
２

城
北
児
童
セ
ン
タ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

日
時　

９
／
14
㈭
10
時
半
～
11
時
半

対
象　

０
歳
～
未
就
学
児
20
組

申
込
み　

城
北
児
童
セ
ン
タ
ー

（
駅
東
通
り
３-

25-

２
）
に
来
館

ま
た
は
電
話
☎
�
０
６
２
９

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

■
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
調
の
ぬ
り
絵

デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー
ト
で
作
る
デ
ザ

イ
ン
フ
レ
ー
ム
▽
８
／
12
㈯
、
９

／
30
㈯
13
時
半
～
16
時
▽
700
円

■
輪
織
り
麻
ひ
も
バ
ッ
グ
作
り
▽

８
／
26
㈯
13
時
半
～
16
時
▽
700
円

■
結
城
紬
の
糸
で
編
む
帽
子
作

り
（
３
日
間
コ
ー
ス
）
▽
９
／
９

㈯
・
16
㈯
・
23
㈯
13
時
半
～
16
時

▽
3000
円

会
場　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館

申
込
み　

８
／
３
㈭
か
ら
同
館
☎

�
６
４
７
７

き
も
の
着
付
け
講
習
会

日
時　

９
／
６
㈬
・
20
㈬
・
22

㈮
・
29
㈮
、
10
／
４
㈬
・
18
㈬
・

27
㈮
、
11
／
１
㈬
・
13
㈪
・
15
㈬

14
時
～
16
時
※
参
加
無
料

会
場　

桑
絹
商
工
会
館
２
階
会
議
室

申
込
み　

８
／
７
㈪
か
ら
同
館
窓

口
ま
た
は
☎
�
４
５
２
３

家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修

日
程　

９
／
12
㈫
～
11
／
27
㈪

(

全
7
回)

10
時
～
14
時
半

会
場　

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
等

申
込
み　

８
／
16
㈬
ま
で
に
生
涯

学
習
課
☎
�
９
６
６
６

「
第
16
回
夢
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」

～
コ
ン
サ
ー
ト
の
舞
台
で
ス
タ
イ
ン

ウ
ェ
イ
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
～

日
時　

９
／
３
㈰
13
時
か
ら

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

対
象　

小
学
生
以
上
の
市
内
在
住

ま
た
は
通
勤
・
通
学
者
を
優
先　

先
着
30
人

申
込
み　

８
／
18
㈮
９
時
～
25
㈮

16
時
ま
で
に
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口

問
同
セ
ン
タ
ー
�
９
５
５
２

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
親
と
子
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
講
座
」
（
総
務
省
関
東
通

信
局
・
中
央
公
民
館
共
催
事
業
）

日
時　

８
／
27
㈰
10
時
～
16
時 

場
所　

中
央
公
民
館
第
１
研
修
室 

定
員　

先
着
10
組

参
加
料　

無
料(

弁
当
持
参)

申
込
み　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
シ

ニ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
８
２
⒇

３
３
２
２
（
平
日
13
時
～
16
時
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
子
育
て
支
援
講
座　

日
程　

９
／
５
㈫
・
６
㈬
・
12

㈫
・
13
㈬
・
14
㈭(

全
５
回)

会
場　

城
山
・
サ
ク
ラ
・
コ
モ
ン

２
階
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員　

先
着
20
人
（
無
料
）

※
詳
細
は
市
HP
ま
た
は
城
山
さ
く

ら
保
育
園
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
込
み　

９
／
１
㈮
ま
で
に
市

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
☎
・
ＦＡＸ
共
通
�
１
０
１
２

小
山
市
国
際
交
流
協
会
事
業

■
第
17
回 O

yam
a 

イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
演

者
・
出
展
者
10
／
22
㈰（
予
定
）▽

８
／
９
㈬
締
切

■
外
国
人
と
の
交
流
バ
ス
ハ
イ
ク

９
／
24
㈰
８
時
～
17
時
▽
赤
城
山

麓
▽
500
円
▽
先
着
45
人(

要
申
込)

申
込
み　

市
国
際
交
流
協
会
☎
�

１
０
４
２

平
成
29
年
度
行
政
書
士
試
験

試
験
日　

11
／
12
㈰

会
場　

宇
都
宮
大
学
峰
キ
ャ
ン
パ

ス（
宇
都
宮
市
峰
町
350
）

手
数
料　

７
千
円

申
込
み　

郵
送
９
／
８
㈮（
消
印
有

効
）ま
で
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
９
／

５
㈫
17
時
ま
で
※
詳
細
要
問
合
せ

問（
一
財
）行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
・
３
２
６
３
・
７
７
０
０

統
計
グ
ラ
フ
栃
木
県
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

対
象　

県
内
の
小
学
生
以
上
の
方

題
材
・
紙
質
・
色
彩　

自
由

用
紙
サ
イ
ズ　
Ｂ
２
判（
縦
横
自
由
）

合
作　

一
作
品
５
人
以
内

申
込
み　

９
／
５
㈫
ま
で
に
県
統

計
課
必
着（
〒
320
‐
8501
住
所
不
要
）

問
同
課
☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
２
４
２

平
成
29
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
更
新
講
習
会
・
試

験
講
習
会
・
試
験

①
更
新
講
習
会

日
時
・
会
場　

10
／
24
㈫
・
佐
野

市
文
化
会
館
▽
11
／
９
㈭
・
宇
都

宮
市
東
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
▽
11

／
12
㈰
栃
木
県
教
育
会
館
各
回
14

時
～
16
時
※
申
込
書
類
は
本
人
宛

７
月
中
旬
に
送
付

②
試
験
講
習
会
・
模
擬
試
験

日
時　

９
／
26
㈫
10
時
～
17
時

③
試
験

日
時　

10
／
26
㈭
14
時
～
16
時

会
場　

②
③
と
も
に
コ
ン
セ
ー
レ

※
申
込
書
類
は
と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
市
下
水
道
課
で
配
布

申
込
み　

①
②
③
と
も
８
／
31
㈭

(

当
日
消
印
有
効)

ま
で
に
と
ち

ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
（
〒
321-

0974

宇
都
宮
市
竹
林
町
１
０
３
０-

２
）

☎
０
２
８
・
６
２
６
・
３
１
８
７

介
護
の
お
仕
事
復
帰
講
座

日
時　

①
８
／
19
②
12
／
９
③
Ｈ

30
．
１
／
20
土
曜
日
13
時
半
～
15

時
半

会
場　

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

い
ず
み
苑
②
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

③
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
美
渉

定
員　

各
回
20
人
※
詳
細
要
問
合
せ

問
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人

材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
・
６
４
３
・
５
６
２
２

う
ち
の
動
物（
コ
）見
て
見
て
！
コ
ン
テ
ス
ト

　

自
慢
の
ペ
ッ
ト
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
。（
種
類
・
頭
数
不
問
）

　

９
／
１
㈮
ま
で
に
郵
送（
必
着
）

ま
た
は
持
参
※
詳
細
要
問
合
せ

問
栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
・
６
８
４
・
５
４
５
８

新
郷
土
料
理
講
習
会

日
時　

①
９
／
16
㈯
②
９
／
30
㈯

（
全
２
回
）
９
時
半
～
12
時
半

場
所　

桑
公
民
館
２
階
料
理
実
習
室

定
員　

12
人

参
加
料　

千
500
円
（
2
回
分
）

申
込
み　

８
／
31
㈭
必
着
で
郵
便

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

を
明
記
の
上
、
〒
323-

0802
東
山
田

448-

29
小
山
北
桜
高
等
学
校
家
庭

ク
ラ
ブ

問
小
山
北
桜
高
等
学
校
・
羽
鳥

☎
�
２
９
３
２

小
山
高
専
公
開
講
座

小
学
生
か
け
っ
こ
教
室
▽
９
／
２

㈯
10
時
～
12
時
半
▽
小
学
生
50
人

▽
無
料

申
込
み　

講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・

ふ
り
が
な
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、

k
o

u
za

@
o

ya
m

a
-

ct.a
c.jp

ま
た
は
ＦＡＸ
⒇
２
８
８
０

問
同
校
☎
⒇
２
１
０
０
・
２
１
９
７

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
事
業

カ
ニ
釣
り
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
プ

日
程　

10
／
７
㈯
～
８
㈰

定
員　

栃
木
県
民
15
組
（
小
学
生

以
上
・
超
過
時
抽
選
）

申
込
み　

９
／
４
㈪
ま
で
に
事

業
名
・
代
表
者
氏
名
・
ふ
り
が

な
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番

号
・
参
加
希
望
者
の
氏
名
・
事
業

当
日
の
年
齢（
学
年
）・
性
別
を

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
に
、
ハ



ガ
キ（
〒
311
‐
1412
茨
城
県
鉾
田
市

玉
田
336
‐
２
）・
ＦＡＸ
０
２
９
１
�

４
０
０
８
ま
た
は
☎
０
２
９
１
�

４
０
０
４
※
詳
細
要
問
合
せ

職
業
訓
練
生(
県
南
産
業
技
術
専
門
校
）

■
機
械
加
工
科
▽
５
人
■
Ｎ
Ｃ
機

械
科
▽
10
人
■
板
金
溶
接
科
▽
５

人（
訓
練
期
間
6
カ
月
）

募
集
期
間　

募
集
８
／
１
㈫
～
９

／
８
㈮(

選
考
日
９
／
19
㈫
）

問
県
南
産
業
技
術
専
門
校
☎

０
２
８
４
�
０
８
０
３

平
成
29
年
度
獨
協
医
科
大
学
公
開
講
座

日
時　

９
／
２
・
９
・
30
の
土
曜

日（
全
３
回
）10
時
半
～
正
午

会
場　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

内
容　

高
齢
者
に
増
加
し
つ
つ
あ

る
疾
患

定
員　

80
人
※
受
講
料
千
500
円

申
込
み　

同
大
学
総
務
課

　
　
　

☎
０
２
８
２
�
２
１
０
０

コース名 日時・受講料・定員
精密測定技術（長さ測定編） 9/2.9·9:00～17:00·9,000円·10人
タッチパネルを利用した FA ライン管理 9/2.9·9:30～16:10·15,000円·5人
マシニングセンタ実践技術（プログラミング編）9/2.9.16·9:00～17:00·14,100円·10人
木造住宅における架構設計技術 9/7.8·9:30～16:10·6,800円·10人
実践的 PLC 制御技術（FA 制御編） 9/25.26·9:30～16:10·6,500円·10人
多質点系の建築振動解析技術 9/30.10/7.14·9:30～16:10·9,700円·10人
太陽光発電システムの保守・メンテナンス技術 9/27.28·9:30～16:10·7,500円·10人
電気系保全実践技術 9/28.29·9:00～17:30·8,600円·10人

関東職業能力開発大学校・能力開発セミナー

申込み　同校援助計画課☎31-1733
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時期 市役所からこんにちは 6:00 から 3時間ごと 広報番組　7:30 から 3時間ごと

上旬 ■おやまの日本一ビールまつり /
　商業観光課　等 ■桃色のクレヨン

中旬 ■寺野東遺跡縄文まつり /
　文化振興課　等

■「郷土の歌人　
　　田波御白の生涯」

下旬 ■小山市総合防災訓練 /
　危機管理課　等

■生涯学習テレビ大学
　「歌舞伎入門講座」
　おもな作者と作品

月間 ■イベント情報 / 秘書広報課
■英会話講座「G'day OYAMA」/ 国際交流員　等

８月の
行政テレビ

　視聴にはテレビ小
山放送㈱のケーブル
テレビへの加入が必
要となります。
　デジタル101chを
選局ください。
問秘書広報課22–9353



すこやか通信 健康増進課（保健 ･ 福祉センター 3 階）
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「30代女性のためのヘルシーライ
フ講座」参加者募集（無料）
日　時　8月30日㈬、9月15日㈮・
26日㈫9:30～12:00※3回1コー
ス。原則3回参加できる方
会　場　保健・福祉センター
内　容　ゆったりヨガ体験、
　　　　低カロリースイーツ試食など
定　員　市内在住30代女性
　　　　・先着20人（託児あり）
申込み　8月3日㈭～22日㈫
　　　　☎22�9520

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
（無料・要申込）
日　時　8月17日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民
　　　　（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲
み物、タオル、ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22�9607

食生活改善推進員による
①「親子料理教室」②「男性のための
健康料理教室」③「健康料理教室」
日時・内容
①8月19日㈯10:00～
　・親子で楽しく料理作り
②9月2日㈯9:30～
　・栄養バランスを考えた健康料理
③9月5日㈫10:00～
　・朝食にも役立つ健康料理
会　場　①②保健・福祉センター
　　　　③道の駅思川評定館
定　員　①市内在住年長～小学生と
その保護者・各先着20人、②市内
在住男性・先着30人、③市内在住
成人・先着20人
持ち物　エプロン・三角巾
参加費　各1人600円程度
申込み　①8月10日㈭、②8月25
日㈮、③8月28日㈪までに☎22�
9607

マシンを使った高齢者筋力向上ト
レーニング「金曜コース」（要申込）
会　場　保健センター分室（花垣町）
対　象　65歳以上の介護認定を受け
ていない方、医師からの運動制限がな
く市が定める禁止基準に該当しない方
※利用は年度1人2回まで
費　用　1,500円
回　数　1コース12回（週1回、3カ月）
※9:30 ～ 16:00の間で自由利用
※初回オリエンテーション　定員1日6人
申込み　地域包括ケア推進課
　　　　☎22�9616・9647

乳幼児健康相談（予約制）
期　日　9月20日㈬
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方①9:00～   ②9:30～
　　　　　　③10:00～ ④10:30～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　8月21日㈪から☎22�9527

とちぎ子ども救急電話相談
【月～土曜日】18:00～翌日 8:00
【日曜・祝日】 8:00～翌日 8:00
☎♯8000（携帯電話やプッシュ回
線以外は☎028�600�0099）
とちぎ救急医療電話相談

【毎日】18:00～ 22:00
☎♯7111（携帯電話やプッシュ回
線以外は☎028�623�3344）
マタニティクラス（はじめてのきょ
うだいクラス）
日　時　9月19日㈫9:30～11:30
会　場　保健・福祉センター
内　容　妊娠期の生活や子どもの食事、
　　　　きょうだいとのかかわり方
対　象　２人目以降の妊婦とその家族
持ち物　母子健康手帳、申込書、
　　　　テキスト代 250 円
申込み　☎22�9527

乳児健診（受診日･会場は通知参照）
＊平成29年5月･6月生まれの乳児対象

期　日 会　場
10月4日㈬・17日㈫
11月2日㈭・28日㈫ 保健・福祉センター

10月25日㈬
11月24日㈮

健康医療介護総合支
援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22�9527
9か月児健康相談（受診日・会場は通知参照）
＊平成28年12月･平成29年1月生まれの乳児対象

期　日 会　場
10月4日㈬・17日㈫
11月2日㈭・28日㈫ 保健・福祉センター

10月25日㈬
11月24日㈮

健康医療介護総合支
援センター

受　付　9:30 ～ 10:15
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22�9527
1歳6か月児健診（受診日･会場は通知参照）
＊平成28年3月･4月生まれの幼児対象

期　日 会　場
10月5日㈭・23日㈪
11月16日㈭・22日㈬ 保健・福祉センター

10月18日㈬
11月27日㈪

健康医療介護総合支
援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22�9527

2歳児歯科健診（全地区）（受診日等は通知参照）
＊平成27年10月･11月生まれの幼児対象
期　日　10月11日㈬・26日㈭
　　　　11月9日㈭・22日㈬
受　付　①9:15～9:45
　　　　②10:15～10:45
会　場　保健・福祉センター
持ち物　�母子健康手帳、問診票
問☎22�9527
３歳児健診（全地区）（受診日は通知参照）
＊平成26年7月･8月生まれの幼児対象
期　日　10月3日㈫･11日㈬･19日㈭
　　　　11月1日㈬･6日㈪･21日㈫
受　付　13:00 ～ 14:00
会　場　保健・福祉センター
持ち物　�母子健康手帳、問診票
問☎22�9527
健康都市おやま宣言25周年記念事業
第16回おやま健康料理コンクール作品募集
募集内容　市の主要農畜水産物を活
用した健康料理
○こども部門（児童・生徒）
○おとな部門（高校生以上、プロの料理人除く）
応募資格　市内在住・通勤・通学者
応募締切　9月 8日㈮健康増進課必着
※詳細は市役所、各出張所にある応募用
紙または市ホームページをご覧ください
コンクール　期日：11月 12日㈰
　　　　　　会場：県南体育館
※書類選考を通過された方は、当日
応募作品を提出していただきます
問☎22�9527

ケーブルテレビ「小山市民元気あっ
ぷ体操キッズ版」出演者募集！
対　象　市内小学校および義務教育
　　　　学校に通う 3・4 年生
応募条件　① 3 人 1 グループ（男
女構成自由）②審査会にグループ全
員が参加できること
審査会（実技・面接）
　日時：9 月 10 日㈰ 10:00 ～
　会場：保健・福祉センター
※合格したグループ（1 組）は後日
練習会および体操の収録。健康都市
おやまフェスティバルにて表彰
申込み　各出張所、保健・福祉セン
ター等にある応募用紙を 8 月 31 日
㈭健康増進課必着
問☎22�9607

おやま地域医療健康大学公開講座
日　時　9月 2日㈯ 13:30～ 15:30
会　場　健康医療介護総合支援センター
テーマ　・誤嚥性肺炎ってなあに？
　　　　・在宅医療について
講師　田村厚子先生（小山歯科医師会）
　　　坂口敏夫先生（小山地区医師会）
定員　150 人
申込み　☎27�0500

開運おやま健康マイレージの
ポイントを集めよう!! 問☎22–9532



すこやか通信

▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251�7（健康医療介護
　　　総合支援センター内）
☎39�8880・FAX39�8882

受付　診療終了 15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251�7（健康医療介護
　　　総合支援センター内 )
☎39�8881・FAX39�8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科診
療所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3 薬
局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00

日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

9 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2�4�3 ☎44�7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1�15�4 ☎53�1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31�1331
④ 杉村病院 小山市城山町2�7�18 ☎25�5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45�7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320�2 ☎0280�57�1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話で
確認してください。各医療機関で
は、夜間、医師が交代で当直制を
とっており、希望する治療が困難
な場合もあります。

▪救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医療
機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27–0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2

③⑤ ④⑥
3 4 5 6 7 8 9

①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
10 11 12 13 14 15 16

②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
17 18 19 20 21 22 23

①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
24 25 26 27 28 29 30

②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気
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9月の集団検診（要申込）＊6・7・8月生まれの方対象

検診日・受付時間
検診項目 女

性
限
定

会　場基本健診（特定・
後期・ヤング）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃・肺・大腸 前立腺 子宮 乳

1 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
5 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
7 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
8 ㈮ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 大谷公民館

11 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
12 ㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 間々田市民交流センター
13 ㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 小山東出張所
16 ㈯ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 間々田市民交流センター
21 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
26 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター

27 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
14:00 ～ 15:30 × × × ○ ○ × ＊ 健康医療介護総合支援センター

30 ㈯ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 桑市民交流センター

申込み　本紙3月号と同時配布の「平成29
年度健康のしおり」内の検診申込み書から
お申込みください。折り返し「集団健診の
お知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、
②受診券（基本健診受診者のみ）、③健康
保険証、④その他指定されたもの
❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」
をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）
は、検診当日40･45･50･55･60･65･70歳
の女性市民が対象です。希望者は年齢確認
のできるものを持参し各会場へ直接お越し
ください。（事前申込み不要）

問☎22–9522

診療時間の変更について　8月1日㈫より城南クリニックの診療時間が変更となります。
｢平成29年度健康のしおり｣に記載のものと異なりますのでご注意ください。
変更前：【土曜】8:30～12:30　→　変更後：【土曜】8:30～12:00

問健康増進課☎22–9607大腸がん予防について
　今まで日本人に多かった胃がんなどの死亡率は、早期発見・早期治療により年々低下傾向にありますが、それにかわっ
て増加しているのがもともと欧米人に多かった大腸がんです。小山市の標準化死亡比（人口年齢構成の違いを除去して
死亡率を比較するための指標）は男女とも年々高くなっており、また国や栃木県全体に比較してもかなり高い状況にあ
ります。
　大腸がんの原因としては、脂肪のとり過ぎで発がん性物質が生まれやすくなること、便秘によって発がん性物質が排
出されにくくなることなどが考えられます。食生活の欧米化で、肉類や脂肪を多くとるようになり、かわりに食物繊維
の多い穀類や海藻、野菜、きのこなどをとらなくなったことは、大腸がんの急増に大きく影響しているといえます。

《大腸がんの自覚症状》
●排便時の出血
●排便異常がある
●腹痛

《大腸がん！こんな人は要注意 !!》
●脂っぽいものが好き
●便秘がちである
●緑黄色野菜を食べない
●家族や近親者に大腸がんにかかった人がいる
●大腸にポリープができたことがある　など

《大腸がんの予防法》
●食物繊維の多い和食中心の食事を心がけましょう！
　腸内環境を整えたり、発がん性物質を吸着する働きをもつ食物繊維
を 1 日 20 ～ 25g を目標にたくさんとりましょう！
●普段から便秘にならないように心がけましょう！
　食物繊維を多くとり、適度な運動をしましょう（特に腹筋を鍛える）。
また便意がおこったら我慢しないことも大切です。
●定期検診を必ず受けましょう
　大腸がんは初期には自覚症状が少なく、なかなか見つけにくいもので
す。年に 1 回の定期健診を受けて、大腸がんの早期発見に努めましょう。



ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22–9282 へお問合せください。月の相談9

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 17㈰ 9:30〜12:30 生活安心課☎22–9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 22㈮10:00〜12:00 男女共同参画課☎22–8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

12･26㈫
10:00〜12:00

社会福祉協議会☎22–9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 7㈭10:00〜12:00 福祉課☎22–9619

◎
通
常
相
談 

月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30〜17:15 生活安心課☎22–9282

家庭児童相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9626

ひとり親家庭相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9627婦人相談 9:00〜17:00

認知症相談
8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9852

青少年相談

面接予約制
9:00〜17:00

青少年相談室
☎25–4002

電話相談
10:00〜17:00

☎25–4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00〜17:00 外国人地域支援センター

☎23–1042
外国人相談 8:30〜17:15 外国人相談室☎22–9439

消費生活相談 9:00〜16:00 消費生活センター
☎22–3711

県民相談 9:00〜16:00 小山県民相談室
☎22–9164

労働相談 8:30〜17:15 小山労政事務所
☎22–4032

こころの
ダイヤル

9:00〜17:00 県精神保健福祉センター
☎028–673–8341

※第2･4水曜日9:30〜11:30 は医
療相談

ＤＶ相談 9:00〜17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22–9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 9㈯10:00〜12:00
20㈬13:30〜15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22–9282

登記相談予約制 13㈬10:00〜12:00 司法書士・土地家屋調査士

交通事故相談予約制 12･26㈫10:00〜15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員

税金なんでも相談予約制 14㈭13:30〜15:30 税理士

行政書士専門相談
予約制 20･27㈬10:00〜12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談

不動産相談予約制 5㈫ 9:00〜12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談

家庭内困りごと相談予約制 17㈰13:30〜16:10 元家庭裁判所調査官

人権相談 8㈮10:00〜15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22–9292

子育て家庭生活相談
予約制

13㈬ 9:30〜11:30
16㈯14:00〜16:00 場所：中央公民館

子育て・
家庭支援課
☎22–9664

2㈯14:00〜16:00
27㈬ 9:30〜11:30 場所：大谷出張所

2㈯14:00〜16:00
20㈬ 9:30〜11:30 場所：間々田出張所

6㈬ 9:30〜11:30 場所：桑出張所

13㈬ 9:30〜11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 19㈫14:00〜15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22–9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

5･19㈫10:00〜15:00
12･26㈫13:00〜15:00

場所：社会福祉協議会
5･19㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22–9501

精神保健福祉相談予約制 6㈬13:00〜15:00 精神科医師･保健師　県南健康福祉センター☎22–6192

女性のための心の相談予約制 25㈪13:30〜16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22–8078

創業･経営･キャリア相談
予約制 2･16㈯13:00〜17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22–9396

 
日時 会場

5 ㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

6 ㈬
10:10 ～ 11:00 もみじ保育所
13:10 ～ 14:00 豊田南小学校

7 ㈭
10:00 ～ 10:30 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸小学校

8 ㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

12 ㈫
10:10 ～ 10:50 中久喜保育所
12:50 ～ 13:40 間々田東小学校

13 ㈬
 9:55 ～ 10:35 中小学校
13:00 ～ 13:50 間々田小学校

14 ㈭
10:00 ～ 10:30 羽川小学校
12:50 ～ 13:30 下生井小学校

15 ㈮
10:00 ～ 10:30 絹義務教育学校
13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

20 ㈬
10:10 ～ 11:00 絹保育所
13:10 ～ 14:00 豊田北小学校

21 ㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン
12:40 ～ 13:10 穂積小学校

移動図書館「せきれい」巡回日程おはなし会

※会場の記載が無いものは全て中央図書館

■各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　4㈪・11㈪・19㈫・25㈪・28㈭
　東側入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　4㈪・11㈪・18㈪・19㈫・23㈯・25㈪・28㈭
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　4㈪・11㈪・18㈪・19㈫・23㈯・25㈪・28㈭
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　4㈪・11㈪・18㈪・19㈫・23㈯・25㈪・28㈭
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用
　返却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館からの
借用資料は、破損の恐れがありますのでポスト
への返却はご遠慮ください

図書館つうしん（9月分）

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時間 受付件数 実施場所 申込み受付

25㈪ 16:25〜17:05（40分間）
17:15〜17:55（40分間） 各日先着2人 白鷗大学東キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20–8110
受付9/19㈫から　時間9:00〜16:30

会名（会場） 日時
おやま分館ピッコロおはなし会

（小山分館） 1 ㈮ 11:00

おはなしウェンディ 6 ㈬ 15:30
おはなしメロディ 10 ㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
(間々田分館) 12 ㈫ 15:30

おはなしこんにちは 13 ㈬ 10:30
おこれんのおはなし会 17 ㈰ 14:00
おはなしウェンディ 0･1･2 20 ㈬ 11:00
はなしのこべやおはなしかい 24 ㈰ 14:00

平成29年度「子どもと本をつなぐ講座」受講者募集
日　時　第1回　9/20㈬　13:30 ～ 15:00　「絵本の読み聞かせ基礎講座」
　　　　第2回　9/27㈬　13:30 ～ 15:00　「子育て世代の絵本講座」
会　場　中央図書館　視聴覚ホール		 講　師	 絵本専門士　石川　典子氏
対　象　絵本や読み聞かせに興味のある方	 受講料	 無料
定　員　各回60人（先着順、各回ずつ申し込みを受付）
申込み　8/1㈫　9:00から（中央図書館児童サービスデスクへ直接または☎21�0751）

●イベント案内 

※日程は変更になる場合があります
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納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

　祝日の届出（死亡・
出生・婚姻等）は、本
庁舎北側入口の宿直室
にて受付します。
　夜間等、緊急な場合
は、宿直室☎22–9420へ
ご連絡ください。

■ 9 月は固定資産税・国民健
康保険税（普通徴収）・後期高
齢者医療保険料（普通徴収）・
介護保険料（普通徴収）3 期の
納期月です。納期限は 10 月 2
日㈪です。
■コンビニ納付や月曜～木曜
日（祝日除く）19:00 までの納
税窓口延長もご利用ください。
■ 9 月の日曜納税相談窓口は 9
月 24 日㈰ 8:30 ～ 17:15 です。
問納税課☎22–9442

日
　
時

2日㈯･3日㈰･9日㈯･10日㈰
24日㈰･30日㈯
各8:30 ～ 17:15

※9月16日㈯・17日㈰はコンピューター保守
点検のため、市民課および城南出張所の窓口
を閉庁します（自動交付機も休止）
※祝日は、窓口および自動交付機が休止とな
ります
※取扱い業務についてはお問合せください

平日の毎日19:00まで
延長しています。
※取扱い業務については
お問合せください
問市民課☎22–9402

場
　
所

市民課☎22–9402
小山城南出張所☎31–3650
※小山城南出張所は月曜定休
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9月 カレンダー広報

政光くん・寒川尼ちゃん

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※ 本紙 7 月号 P23「8 月の広報カレンダー」内に誤りがありました。お詫びするとともに訂正いたします
　【健康おやま開運マイレージ事業の「対象事業」について】
　・8 月 1 日㈫開催の「キッズフェスティバル 2017 みんなおいでよ幼稚園・こども園」は、対象事業ではありません
　・8 月 10 日㈭まで開催の「中学生・高校生サマーボランティアスクール」は、対象事業です
　【日曜納税相談窓口の「相談時間」について】
　・（誤）8:00 ～ 17:15 ⇒ （正）8:30 ～ 17:15
※ カレンダーの内容は、7 月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

名　称 時　間 会　場 問　合　せ
継続事業 車屋美術館企画展「世界の巨匠がこども

だった頃」（～ 9 月 3 日㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41–0968※月曜休館

1 日 ㈮
上保朋子＆生沼晴嗣 デュオリサイタル【要申込】 19:00 ～ 文化センター大ホールラウンジ 同センター☎22–9552
小山の日本一ビールまつり 18:00 ～ 21:00 小山御殿広場 （一社）小山市観光協会☎30-4772

2 日 ㈯
植村花菜スペシャルコンサート Familie Ties【要申込】 18:30 ～ 文化センター大ホール 同センター☎22–9552
おやま地域医療健康大学 公開講座 13:30 ～ 15:30 健康医療介護総合支援センター 健康増進課☎27–0500 ○
小山の日本一ビールまつり 15:00 ～ 20:00 小山御殿広場 （一社）小山市観光協会☎30-4772

3 日 ㈰ 小山の日本一ビールまつり 15:00 ～ 19:00 小山御殿広場 （一社）小山市観光協会☎30-4772
4 日 ㈪
5 日 ㈫
6 日 ㈬
7 日 ㈭
8 日 ㈮

9 日 ㈯
栃木ゴールデンブレーブス ホームゲーム 13:00 ～ 小山市運動公園 本球場 生涯スポーツ課☎21–2695
ほっしー★ OYAMA 号天体観望会 19:00 ～ 20:30 生井公民館広場 博物館☎45–5331
小山市総合防災訓練（シェイクアウト訓練【要申込】） 9:30 ～ 11:30 石ノ上河川広場 危機管理課☎39-6684

10 日 ㈰ 第 13 回児童虐待防止に関する講演会 13:30 ～ 15:50 健康医療介護総合支援センター 子育て包括支援課☎ 22–9627
11 日 ㈪
12 日 ㈫
13 日 ㈬
14 日 ㈭
15 日 ㈮
16 日 ㈯ 博物館臨時休館（～ 21 日㈭） ※ 館内消毒作業のため 博物館☎45–5331

17 日 ㈰
市職員採用試験 第 1 次試験（申込 8/4 ㈮まで） 8:30 ～ 11:30 白鷗大学本キャンパス 職員活性課☎22–9362
車屋美術館企画展「田村友一郎 ¦ 服部浩之」

（～ 11 月 23 日㈭） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41–0968

18 日 ㈪ 敬老の日
19 日 ㈫
20 日 ㈬ 絵本の読み聞かせ基礎講座【要申込】 13:30 ～ 15:00 中央図書館 視聴覚ホール 中央図書館☎21-0751
21 日 ㈭
22 日 ㈮ 高齢者・障がい者対象「ふれ愛入浴サービス」※ 無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課☎22-9617
23 日 ㈯ 秋分の日
24 日 ㈰ 風間杜夫ひとり芝居 ピース【要申込】 14:00 ～ 文化センター大ホール 同センター☎22–9552
25 日 ㈪
26 日 ㈫
27 日 ㈬ 子育て世代の絵本講座【要申込】 13:30 ～ 15:00 中央図書館 視聴覚ホール 中央図書館☎21-0751
28 日 ㈭
29 日 ㈮
30 日 ㈯
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6 月中の火災・救急【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災◦災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス
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９０ 【24時間対応】

6 月中の交通事故

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

事故　31件(207件)　負傷者　36人(253人)
死者　0人(6人)

火災	 6件(53件)　救急　633件(4,042件)

【小山警察署調べ】
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問環境課☎22‒9286

②「生ごみはよく水を切ってから !」
　生ごみの重さの約 8 割は水分といわれています。そのため水切
りをすることによって重量を減らし、臭いを抑えることができます。

③「紙類は資源ごみ（紙・布類）の収集日に !」
　チラシや食料品の空き箱などの紙類を可燃ごみとして出していま
せんか ? 可燃ごみの中の約 3 割が（リサイクルが可能な）資源物
といわれています。紙類は雑誌の間に挟むなどして「紙・布類」の
日に出すことで、可燃ごみを減らすことができます。

①「プラ容器は水で軽く洗ってから !」
　収集所に出された「プラ容器（
マークのあるビニール・プラスチッ
ク類）」のうち、約 3 割は汚れ等で
リサイクルできず、焼却処分されて
います。水で軽く洗って汚れや異物
をとり除くことで、焼却する量を減
らすことができます。

ごみ減量化のお願い 特に以下の 3点にご協力ください。

写真館
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